
法
人
税
、
所
得
税
の
二
重
課
税
調
整
度
合
の
計
算
方
式
試
論
 
 

勲
 
 
 

昔
牟
田
 
 

（
語
継
髭
）
 
 
 



H
 
既
存
の
調
整
度
合
計
算
の
諸
方
式
と
そ
の
検
討
 
 

⇔
 
新
計
算
方
式
の
掟
案
と
新
方
式
に
よ
る
国
際
比
較
 
 

二
 
調
整
度
合
の
計
算
諸
方
式
の
検
討
と
新
方
式
の
掟
案
 
 

一
わ
が
国
の
調
整
度
合
の
座
榛
 
 

ー
 
 
調
整
度
合
の
座
標
1
 
 

3
 
所
得
階
層
に
よ
る
調
整
度
合
の
変
化
 
 

4
 
配
当
性
向
に
よ
る
調
整
度
合
の
変
化
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日
本
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こ
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る
か
 
 

1
 
問
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の
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起
 
 

1
 
新
計
算
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式
の
提
案
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〇
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D
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整
方
式
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果
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調
整
方
式
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調
整
機
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張
と
イ
ン
ビ
ュ
テ
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シ
ョ
ソ
方
式
の
実
際
控
除
率
の
分
析
…
…
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豊
 
 

l
 
昭
和
三
一
年
臨
時
税
副
詞
査
会
答
申
の
調
整
度
合
の
計
算
 
 

4
 
主
税
局
方
式
の
調
整
度
合
の
計
算
 
 

5
 
結
 
論
 
－
掟
薬
方
式
に
よ
る
日
本
の
座
槙
－
－
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≡
 
相
互
転
換
襲
の
諸
問
題
 
 

2
 
相
互
転
換
法
の
応
用
例
Ⅰ
（
わ
が
国
の
基
本
法
人
税
率
の
上
昇
に
伴
う
配
当
軽
課
税
率
等
の
変
化
の
試
算
）
…
二
四
四
 
 

3
 
相
互
転
換
法
の
応
用
例
Ⅱ
（
ア
メ
リ
カ
の
独
立
主
体
方
式
の
イ
ン
ピ
三
ア
ー
シ
ョ
ソ
方
式
等
へ
の
転
換
）
…
‥
二
雪
 
 
 

1
 
調
整
方
式
相
互
転
換
表
と
そ
の
考
え
方
 
 
 

2
 
掟
案
方
式
と
主
税
局
方
式
の
 
 

3
 
提
案
方
式
に
よ
る
各
国
の
調
整
度
合
の
計
算
と
そ
の
特
徴
 
 

一一    一一    一    ＋  
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一
わ
が
国
の
調
整
度
合
の
座
標
 
 

－
 
問
題
の
提
起
 
 

（
注
1
）
 
 
 

法
人
税
と
そ
の
株
主
に
対
す
る
所
得
税
が
二
重
課
税
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
 
 

程
度
の
二
重
課
税
の
調
整
を
行
う
の
が
、
企
業
及
び
投
資
家
並
び
に
政
府
の
立
場
か
ら
妥
当
か
に
つ
い
て
も
、
世
界
を
通
ず
る
コ
ソ
セ
ン
サ
 
 

（
注
2
）
 
ス
が
得
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
議
論
ほ
別
に
論
じ
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
し
て
、
現
在
、
そ
の
国
の
こ
の
二
重
課
税
の
調
整
度
合
が
結
果
的
に
ど
 
 

ぅ
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
世
界
の
主
要
諸
外
国
の
調
整
度
合
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
国
の
調
整
度
合
が
世
界
の
中
 
 

で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
を
明
確
に
し
、
そ
の
現
在
の
座
標
を
起
点
と
し
て
次
に
ど
の
方
向
へ
行
く
か
の
行
動
の
基
礎
と
す
る
 
 

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
基
礎
と
な
る
調
整
度
合
の
計
算
に
つ
い
て
、
過
去
に
い
く
つ
か
の
方
式
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
計
算
方
式
の
内
容
 
 

と
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
後
で
詳
し
く
紹
介
す
る
が
、
そ
の
結
果
が
例
え
ば
次
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
常
識
と
か
な
り
異
っ
て
い
た
り
、
 
 

相
互
に
矛
盾
し
た
内
容
と
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
 
 
 

∽
 
昭
和
三
一
年
十
二
月
の
臨
時
税
制
調
査
会
答
申
で
ほ
、
l
最
高
所
得
階
層
で
も
、
平
均
所
得
階
層
の
場
合
で
も
、
当
時
の
日
本
の
調
整
 
 

（
注
3
）
 
 
 

度
合
が
一
〇
〇
％
を
超
え
、
世
界
最
高
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

佃
 
O
E
C
D
報
告
ほ
調
整
度
合
を
算
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
配
当
性
向
を
一
定
に
定
め
、
法
人
税
率
を
適
当
に
き
め
れ
ぼ
、
 
 
 

何
ら
二
重
課
税
の
調
整
を
行
わ
な
い
方
式
の
場
合
で
も
、
調
整
を
行
な
う
方
式
の
場
合
で
も
、
税
収
が
同
一
で
、
か
つ
、
法
人
及
び
株
 
 

一
七
五
 
 
 



一
七
六
 
 
 

主
の
取
扱
い
も
同
一
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
非
調
整
方
式
で
も
調
整
度
合
が
あ
る
と
い
う
考
 
 

（
注
4
）
 
 
 

え
方
で
あ
る
。
 
 
 

囲
 
忠
佐
市
博
士
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
改
正
直
前
の
状
態
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
法
人
税
率
と
所
得
税
率
の
も
と
で
は
、
税
制
上
、
ほ
と
ん
 
 
 

ど
調
整
が
な
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
全
に
調
整
し
た
場
合
と
そ
の
税
負
担
ほ
予
憩
外
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
さ
 
 

（
注
5
）
 
 
 

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
非
調
整
方
式
に
調
整
効
果
が
あ
る
と
の
主
張
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
主
税
局
が
最
近
試
算
し
た
方
式
で
ほ
、
そ
の
調
整
度
合
は
、
所
得
税
率
階
層
に
関
係
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
五
〇
％
、
西
ド
イ
ツ
一
〇
〇
 
 
 

％
、
ア
メ
リ
カ
○
％
と
算
出
さ
れ
て
い
る
。
配
当
性
向
が
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
留
保
も
含
め
た
完
全
統
合
方
式
 
 
 

の
評
価
と
も
関
連
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
、
法
人
税
率
よ
り
高
い
所
得
税
率
適
用
者
の
場
合
に
全
額
留
保
さ
れ
れ
ば
、
調
整
度
合
が
 
 
 

生
ず
る
ほ
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
で
も
留
保
分
に
つ
い
て
は
未
調
整
部
分
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
矛
盾
等
は
、
調
整
度
合
の
計
算
方
式
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
持
た
 
 

れ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
調
整
度
合
の
座
標
も
、
調
整
度
合
の
計
算
方
式
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
の
で
ほ
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
注
6
）
 
 
 

特
に
、
独
立
主
体
方
式
（
未
調
整
方
式
）
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
、
二
元
税
率
方
式
、
渡
合
方
式
、
完
全
統
合
方
式
す
べ
て
に
通
 
 

用
し
、
ア
メ
リ
カ
の
調
整
度
合
が
○
％
で
な
い
場
合
や
西
ド
イ
ツ
の
そ
れ
が
一
〇
〇
％
で
な
い
場
合
が
生
ず
る
合
理
的
な
調
整
度
合
の
統
一
 
 

的
計
算
方
式
が
国
際
比
較
の
た
め
に
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
論
稿
は
、
こ
の
統
一
的
計
算
方
式
を
研
究
の
上
、
提
案
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
（
本
稿
二
の
部
分
）
 
 
 

そ
し
て
、
そ
の
統
一
的
計
算
方
式
で
日
本
及
び
主
要
各
国
の
調
整
度
合
を
計
算
し
、
比
敬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
座
標
を
明
ら
か
 
 

に
す
る
こ
と
を
第
二
の
目
的
と
す
る
。
（
本
稿
一
の
部
分
）
 
 
 



計
算
方
式
と
い
う
技
術
的
問
題
の
研
究
で
ほ
あ
る
が
、
二
重
課
税
の
調
整
（
統
合
）
と
は
何
か
、
非
調
整
方
式
の
調
整
機
能
、
イ
ン
ビ
ュ
 
 

テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
実
質
的
内
容
等
の
問
題
転
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
 
 
 

な
お
、
補
論
的
な
も
の
と
し
て
、
各
種
方
式
問
の
相
互
換
算
の
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
か
ら
配
当
軽
課
方
 
 

式
へ
、
混
合
方
式
か
ら
純
粋
の
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
や
配
当
軽
課
方
式
へ
、
配
当
性
向
が
変
ら
な
い
と
し
て
、
同
一
税
収
で
、
同
一
 
 

（
注
7
）
 
 

負
担
で
転
換
す
る
場
合
の
簡
単
な
換
算
方
式
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
応
用
例
と
し
て
同
じ
考
え
方
か
ら
日
本
の
混
合
方
式
に
つ
い
て
、
基
本
法
 
 

人
税
率
の
変
化
に
応
じ
て
、
換
算
さ
れ
る
純
粋
の
配
当
軽
課
方
式
の
軽
課
税
率
や
純
粋
の
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
控
除
率
が
ど
う
動
 
 

く
か
の
計
算
例
も
示
し
て
お
い
た
。
ま
た
、
増
減
税
を
要
素
に
入
れ
て
の
同
様
の
転
換
計
算
も
、
自
由
に
計
算
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
一
、
 
 

二
の
計
算
例
を
示
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
主
体
方
式
（
未
調
整
方
式
）
か
ら
の
転
換
（
こ
の
場
合
は
、
基
本
税
率
同
一
な
ら
 
 

減
税
が
、
税
収
同
一
な
ら
基
本
税
率
の
引
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。
）
の
計
算
例
も
示
し
て
い
る
。
（
本
稿
三
の
部
分
）
 
 

（
注
l
）
 
例
え
ば
息
佐
市
「
擬
制
説
・
実
在
説
発
想
の
現
段
階
」
（
税
経
通
信
・
昭
和
四
八
年
八
月
号
1
1
頁
）
の
「
旦
一
重
課
税
当
否
論
」
参
照
 
 

（
注
2
）
 
調
整
度
合
に
関
す
る
世
界
主
要
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
E
C
が
付
加
価
値
税
に
続
い
て
、
法
人
税
制
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
内
容
で
の
ハ
ー
 
 

モ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ
ソ
を
開
始
し
た
こ
と
（
指
令
案
提
案
、
一
九
七
五
年
七
月
二
三
日
：
由
u
r
O
p
e
岩
丁
員
数
O
n
｝
、
＜
○
＝
の
Z
〇
・
N
－
㌘
鼻
（
－
笥
e
 
 

望
－
㌫
N
）
に
よ
っ
て
、
二
分
の
一
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
と
し
て
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
一
九
六
三
年
の
ノ
イ
マ
ル
 
 

ク
委
員
会
報
告
（
E
C
）
で
は
、
二
元
税
率
方
式
（
基
本
税
率
五
〇
％
程
度
、
配
当
軽
減
税
率
一
五
～
二
五
％
）
で
統
l
掟
案
が
さ
れ
て
い
た
の
 
 

が
、
改
め
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
等
が
あ
る
。
な
お
ヘ
ア
メ
リ
カ
も
こ
の
E
C
の
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
を
導
入
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
 
 

（
カ
ー
タ
ー
の
本
年
一
月
の
税
制
改
正
教
書
に
織
り
込
ま
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
見
送
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ン
チ
グ
レ
ー
シ
 
 

ョ
ソ
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
N
a
t
i
O
n
已
T
a
H
l
O
焉
n
a
－
＜
○
－
．
－
0
0
N
〇
．
∽
（
－
彗
∽
．
S
e
p
t
－
）
が
N
T
A
・
T
I
A
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
特
 
 

集
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
ス
タ
ン
レ
イ
■
S
・
サ
リ
ー
教
授
ほ
「
E
c
O
n
O
m
i
s
t
s
、
D
e
s
i
r
e
f
O
r
『
u
ロ
ー
n
t
e
g
r
a
t
i
O
n
」
 
（
勺
∽
∽
8
と
い
う
 
 

見
出
し
等
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
）
こ
の
ほ
か
、
公
平
の
観
点
か
ら
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ー
タ
ー
委
員
会
報
告
の
方
式
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
（
荘
 
 

一
七
七
 
 
 



一
七
八
 
 

1
7
参
照
）
。
 
 

①
法
人
税
率
に
つ
い
て
は
、
留
保
、
配
当
を
区
別
せ
ず
一
本
税
率
こ
し
、
四
五
％
～
五
五
％
と
す
る
。
（
A
r
t
i
c
l
e
∽
）
 
 

②
受
取
株
主
に
つ
い
て
は
、
受
取
配
当
に
法
人
税
額
の
四
五
％
～
五
五
％
相
当
額
を
加
え
た
も
の
を
所
得
に
加
算
し
、
そ
の
受
取
配
当
に
加
え
 
 

た
税
額
を
所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る
。
控
除
し
き
れ
な
い
部
分
は
還
付
す
る
。
（
A
r
t
i
c
i
e
†
色
 
 

③
配
当
法
人
は
二
五
％
の
税
率
で
源
泉
徴
収
を
行
な
う
ご
」
の
源
泉
徴
収
税
額
は
所
得
税
額
（
法
人
株
主
は
法
人
税
額
）
か
ら
の
控
除
を
認
め
 
 

る
。
加
盟
国
間
は
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
、
囁
泉
徴
収
と
も
内
国
法
人
（
居
住
者
）
な
み
に
な
る
よ
う
に
取
扱
い
、
そ
の
た
め
の
歳
入
減
少
額
は
 
 

各
加
盟
国
間
で
補
償
す
る
。
（
A
ユ
i
c
訂
－
サ
ー
ー
3
 
 

（
注
3
）
 
「
昭
和
≡
年
臨
時
税
制
調
査
会
答
申
」
二
〇
三
貢
欝
7
3
表
。
こ
の
表
は
、
本
誌
一
九
二
頁
に
第
3
表
と
し
て
全
表
掲
戟
。
 
 

（
注
4
）
 
C
O
m
p
a
n
y
↑
P
舛
S
y
s
－
e
m
ニ
n
O
E
C
D
罫
m
b
e
r
C
O
邑
r
i
e
s
（
O
E
C
P
C
O
m
m
i
－
－
e
e
O
f
句
i
s
c
巴
A
謬
i
r
s
・
－
笥
∽
）
邦
訳
「
O
E
C
D
 
 

加
盟
国
の
法
人
税
制
」
 
（
O
E
C
D
租
税
委
員
会
編
・
B
I
A
C
日
本
委
員
会
刊
）
1
0
頁
参
照
。
 
 

（
注
5
）
 
息
佐
市
「
現
段
階
に
お
け
る
法
人
税
の
考
え
方
」
（
日
本
租
税
研
究
協
会
、
租
税
財
政
論
集
第
1
兵
一
天
二
頁
G
表
参
照
。
G
表
を
整
理
し
た
も
 
 

の
を
本
誌
2
D
3
頁
に
B
表
と
し
て
掲
載
。
こ
の
近
似
証
明
に
つ
い
て
は
、
「
法
人
税
の
諸
問
題
の
原
点
」
（
税
経
通
信
、
四
九
年
九
月
号
2
1
頁
）
で
も
触
 
 

れ
ら
れ
て
い
る
。
後
で
こ
の
問
題
は
詳
し
く
論
ず
る
。
 
 

（
注
6
）
 
各
方
式
の
説
明
を
し
て
お
く
と
、
次
の
と
お
り
。
ま
づ
大
き
く
H
非
調
整
方
式
、
目
調
整
方
式
に
分
け
ら
れ
る
が
、
H
に
は
次
の
∽
の
み
が
属
 
 

し
、
拗
か
ら
㈲
ま
で
は
調
整
方
式
で
、
さ
ら
に
㈹
か
ら
㈲
ま
で
の
部
分
統
合
方
式
、
何
の
完
全
統
合
方
式
に
区
別
さ
れ
る
。
 
 

U
独
立
主
体
方
式
（
完
p
a
r
賢
e
n
l
i
－
y
s
y
∽
t
e
m
）
…
法
人
を
株
主
か
ら
全
く
独
立
し
た
主
体
と
認
識
し
て
、
法
人
税
と
株
主
の
所
得
税
（
又
は
留
 
 

保
利
潤
と
配
当
利
潤
）
と
の
間
に
全
く
調
整
を
行
わ
な
い
方
式
。
未
調
整
方
式
、
分
離
方
式
、
古
典
的
方
式
（
c
－
a
乳
c
a
－
s
y
s
t
e
m
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
 
 

通
常
ほ
、
法
人
税
を
ま
ず
徴
収
し
、
受
取
配
当
額
（
法
人
税
引
後
で
、
グ
ロ
ス
ア
ッ
プ
し
な
い
も
の
）
に
所
得
税
が
課
さ
れ
る
。
（
例
、
ア
メ
リ
 
 

カ
、
オ
ラ
ン
ダ
）
 
 

伺
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
（
i
ヨ
p
已
a
－
i
。
n
S
y
S
t
e
m
）
…
部
分
統
合
方
式
（
p
邑
i
已
i
n
t
e
g
r
註
。
n
S
y
S
t
e
且
の
一
つ
で
あ
り
、
法
人
税
 
 

率
は
留
保
、
配
当
と
も
同
一
税
率
で
課
さ
れ
る
が
、
受
取
株
主
の
段
階
で
、
受
取
配
当
に
課
さ
れ
る
法
人
税
額
の
全
部
又
は
一
部
を
株
主
が
納
付
 
 

し
た
も
の
と
み
な
し
（
i
m
p
已
e
）
、
法
人
税
と
所
得
税
を
部
分
的
に
統
合
し
て
課
税
軽
減
を
認
め
る
方
式
。
税
額
控
除
方
式
（
c
r
e
d
i
t
∽
y
賢
且
又
 
 
 



各方式の法人税部分の租税係数  

独立主体方式  m  
部分統合 方 式   
配 当 軽 課 m－（cu－Cd）   
インビュテーショソ m－S  

完全統合方式  0  
〔前提〕   
m＝株主の限界所得税率   

cu＝留保利潤に対する法人税率   

cd＝配当利潤に対する法人税率   

s＝グロスアップ配当に対する税額  

控除率  

は
相
殺
方
式
（
s
e
t
・
〇
f
f
∽
y
賢
m
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
通
常
ほ
、
受
取
配
当
に
係
る
法
人
税
の
全
部
又
は
一
部
を
株
主
の
所
得
に
加
算
す
る
と
と
 
 

も
に
、
そ
の
加
算
額
を
株
主
の
所
得
税
薇
か
ら
税
額
控
除
す
る
。
津
人
税
全
額
の
イ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
で
も
、
留
保
に
対
す
る
法
人
税
 
 

に
つ
い
て
は
統
合
を
企
図
し
な
い
点
で
完
全
統
合
方
式
と
異
な
る
。
（
例
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
）
 
 
 

囲
二
元
税
率
方
式
（
旦
i
t
邑
e
∽
y
S
－
e
m
）
…
…
部
分
統
合
方
式
の
一
つ
で
あ
り
、
法
人
の
段
階
で
配
当
利
潤
に
対
す
る
法
人
税
率
を
留
保
利
潤
 
 

に
対
す
る
法
人
税
率
よ
り
低
く
す
る
こ
に
よ
り
課
税
を
軽
減
す
る
方
式
。
受
取
株
主
の
段
階
で
は
特
別
の
救
済
は
与
え
ら
れ
な
い
。
配
当
損
金
算
 
 

入
方
式
も
こ
の
方
式
の
極
端
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
留
保
分
に
つ
い
て
救
済
し
な
い
の
で
完
全
統
合
方
式
と
異
な
る
。
配
当
軽
課
方
式
、
二
 
 

段
階
税
率
方
式
（
t
w
O
r
a
t
e
S
y
賢
e
m
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
（
例
、
一
九
七
六
年
ま
で
の
西
ド
イ
ツ
）
 
 
 

㈲
混
合
方
式
（
m
i
諾
d
∽
y
S
t
e
m
）
…
…
部
分
統
合
方
式
の
一
つ
で
あ
り
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
と
二
元
税
率
方
式
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
方
 
 

式
。
（
例
、
日
本
、
一
九
七
七
年
以
後
の
西
ド
イ
ツ
）
 
 
 

㈲
完
全
統
合
方
式
（
f
u
－
〓
n
t
e
g
r
註
O
n
S
y
S
t
e
m
）
…
…
津
入
所
得
の
う
ち
配
当
分
は
も
と
よ
り
留
保
分
も
株
主
に
割
当
て
ら
れ
て
グ
ロ
ス
ア
ッ
 
 

プ
さ
れ
、
累
進
税
で
あ
る
所
得
税
率
を
適
用
し
て
算
出
し
た
所
得
税
額
か
ら
、
そ
の
加
算
さ
れ
た
法
人
税
額
相
当
額
を
控
除
す
る
方
式
。
こ
の
方
 
 

式
で
ほ
、
法
人
税
と
所
得
税
が
完
全
に
統
合
さ
れ
、
法
人
所
得
の
留
保
分
を
含
む
割
当
分
に
所
得
税
率
で
課
税
さ
れ
る
結
果
と
同
一
と
な
り
、
泣
 
 

入
税
は
完
全
な
源
泉
徴
収
と
な
る
。
（
実
施
例
は
な
い
が
、
一
九
六
七
年
カ
ナ
ダ
の
カ
ー
タ
ー
委
員
会
が
 
 

そ
の
報
告
で
提
案
）
 
 

（
荘
7
）
 
相
互
転
換
表
（
二
三
九
頁
第
1
7
表
）
の
大
部
分
は
、
佐
藤
光
夫
氏
（
前
主
税
局
調
査
課
長
）
「
税
の
座
標
 
 

軸
（
そ
の
八
）
」
（
フ
ァ
イ
ナ
・
ソ
ス
5
3
年
5
月
号
）
5
7
頁
の
〝
第
二
表
部
分
統
合
方
式
の
仮
説
的
な
カ
ウ
ン
 
 

タ
ー
パ
ー
ト
〃
に
ょ
り
、
こ
れ
に
混
合
方
式
に
つ
い
て
の
転
換
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

な
お
、
佐
藤
光
夫
氏
は
、
各
調
整
方
式
の
租
税
係
数
を
上
の
よ
う
に
整
理
し
、
そ
の
係
数
の
性
質
か
ら
、
 
 

①
独
立
主
体
方
式
は
係
数
が
常
に
プ
ラ
ス
な
の
で
留
保
促
進
・
配
当
抑
制
的
、
②
部
分
統
合
方
式
は
係
数
 
 

が
プ
ラ
ス
に
も
、
マ
イ
ナ
ス
に
も
な
る
が
、
マ
イ
ナ
ス
の
範
囲
内
で
配
当
促
進
的
、
①
完
全
統
合
方
式
は
 
 

係
数
ゼ
ロ
で
配
当
、
留
保
に
中
立
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
効
果
の
差
に
着
目
し
て
、
政
 
 

策
目
標
に
即
し
て
、
課
税
方
式
の
評
価
と
選
択
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
佐
藤
光
夫
「
税
 
 

の
座
療
軸
（
そ
の
九
）
」
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
5
3
年
6
月
号
ア
5
6
～
6
0
）
参
照
）
な
お
、
佐
藤
氏
に
ほ
、
別
に
 
 

一
七
九
 
 
 



一
八
〇
 
 

M
i
t
2
0
S
已
○
冒
d
巴
c
F
a
r
d
M
●
望
r
d
 
j
n
t
e
r
n
已
i
O
n
a
－
A
s
p
e
c
t
 
O
f
 
t
F
e
 
T
a
H
a
t
i
O
n
 
O
h
 
C
O
r
p
O
声
t
i
O
n
 
P
n
d
 
S
F
P
r
e
h
O
E
e
r
s
｝
、
 
 

I
M
『
S
t
監
f
増
ぢ
e
r
 
N
N
（
l
u
l
y
－
笥
∽
）
の
す
ぐ
れ
た
論
文
が
あ
る
。
 
 

2
 
日
本
は
ど
こ
に
い
る
か
 
 

ー
 
 
調
整
度
合
の
座
槙
T
－
－
 
 

い
ろ
い
ろ
の
方
式
で
二
重
課
税
の
調
整
度
合
を
計
算
し
、
国
際
比
較
し
た
も
の
を
見
て
み
る
（
第
1
表
、
第
1
図
参
照
）
。
 
 
 

Ⅲ
 
昭
和
三
一
年
臨
時
税
制
調
査
会
答
申
の
調
整
度
合
の
座
標
 
 
 

昭
和
三
一
年
答
申
の
際
ほ
、
わ
が
国
の
調
整
度
合
は
一
〇
〇
％
を
超
え
、
他
の
諸
国
を
圧
し
て
い
る
。
こ
の
頃
の
わ
が
国
の
税
制
は
、
配
 
 

当
控
除
（
二
五
％
）
の
み
で
、
配
当
軽
課
措
置
は
ま
だ
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
独
立
主
体
方
式
で
何
ら
の
調
整
も
な
く
、
イ
ギ
 
 

リ
ス
は
グ
ロ
ス
ア
ッ
プ
方
式
で
あ
っ
た
が
所
得
税
率
二
〇
％
に
対
し
、
独
立
主
体
課
税
（
非
調
整
）
の
利
潤
税
が
配
当
分
二
五
％
で
あ
っ
 
 

た
。
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
は
留
保
税
率
四
五
％
に
対
し
、
配
当
税
率
三
〇
％
の
配
当
軽
課
方
式
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
五
〇
ド
ル
の
配
当
所
得
 
 

（
注
8
）
 
控
除
と
四
％
の
配
当
税
額
控
除
の
併
用
で
あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
は
二
〇
％
の
配
当
税
額
控
除
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
三
一
年
答
申
の
調
整
度
合
ほ
、
そ
の
後
こ
れ
ら
す
べ
て
の
国
の
配
当
課
税
を
中
心
と
す
る
法
人
税
制
が
根
本
的
に
改
正
さ
れ
て
い
る
 
 

（
注
9
）
 
 

の
で
、
わ
が
国
を
含
め
現
在
の
調
整
度
合
を
考
え
る
参
考
に
は
な
ら
な
い
。
一
つ
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
 

∽
 
主
税
局
方
式
に
よ
る
調
整
度
合
の
座
標
 
 
 

主
税
局
方
式
に
よ
る
昭
和
五
三
年
四
月
現
在
で
の
調
整
度
合
は
、
所
得
税
率
の
最
高
で
も
、
平
均
で
も
最
低
で
も
、
六
か
国
中
ア
メ
リ
カ
 
 

を
除
き
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
E
C
加
盟
諸
国
ほ
、
半
額
イ
ン
ギ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
程
度
以
上
の
調
整
度
合
な
の
で
そ
の
よ
う
に
な
る
の
で
 
 
 



あ
ろ
う
か
。
こ
の
計
算
で
み
る
限
り
、
E
C
の
半
額
イ
ソ
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
日
本
は
相
当
程
度
、
調
整
度
合
を
引
上
 
 

げ
る
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
座
標
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
第
1
表
の
注
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
最
大
配
当
割
合
で
計
算
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
 
 

所
得
税
率
は
、
こ
の
表
で
は
最
高
（
七
〇
％
）
、
平
均
（
四
〇
％
）
、
最
低
（
一
〇
％
）
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
後
で
詳
し
い
計
算
表
（
第
1
1
 
 

表
～
第
1
6
表
）
で
示
す
よ
う
に
、
実
際
は
一
〇
％
き
ぎ
み
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。
 
 

一
八
一
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溺
習
〕
N
倒
哨
せ
声
．
 
 

幣
畔
為
竜
育
○
沖
村
Ⅲ
談
8
せ
ヾ
U
噛
戸
曲
苛
望
重
曹
隣
戸
「
バ
司
蕪
8
溺
淋
d
半
崩
「
抒
滋
坤
8
聖
幣
d
沙
か
○
 
 

匪
蛍
由
料
地
－
詰
湘
溺
鮎
8
払
ヰ
句
声
部
瀬
戸
汁
が
伊
8
d
餅
か
○
 
 

抄
帝
母
謝
ロ
バ
，
勒
汁
発
躁
㊦
郎
ゆ
芦
J
ぐ
ノ
バ
平
準
「
バ
ぐ
ノ
か
○
り
Ⅷ
ヾ
．
空
彗
∽
斌
㊦
語
躁
暗
部
汁
語
此
什
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バ
（
ノ
か
○
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苫
浜
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轟
∽
N
朝
粥
甘
 
 

遜
砺
侶
8
善
姻
什
響
温
N
O
対
円
攣
鴫
伊
き
バ
〔
ノ
濫
笛
重
曹
還
重
曹
岩
蓮
篭
義
率
讐
 
（
（
将
軍
澄
男
高
密
 
 

欄
 
 
茸
 
 

（
∽
∽
斌
）
 
 

事
－
餓
 
溺
牌
孤
独
勤
8
竿
壌
帯
瀬
謀
蒋
 
 

匪
 
 

矧
．
．
．
－
訓
 
 

（
ヨ
ま
）
 
 

認
 
知
 
溺
 
弗
 
 

欄
 
 
茸
 
 

（
会
浜
）
 
 

静
 
 
粛
 
 

（
岩
浜
）
 
 



一
八
二
 
 

川
 
提
案
方
式
に
よ
る
調
整
度
合
の
座
標
 
 

掟
案
方
式
（
こ
の
論
文
二
国
で
新
た
な
計
算
方
式
と
L
て
提
案
し
て
い
る
調
整
度
合
の
計
算
方
式
）
に
よ
る
調
整
度
合
で
み
て
も
、
最
大
 
 
 



配
当
を
前
掟
と
す
る
限
り
、
所
得
税
の
最
高
、
平
均
、
最
低
の
各
税
率
の
場
合
の
わ
が
国
の
調
整
度
合
は
、
主
税
局
方
式
の
場
合
と
同
じ
 
 

く
、
ア
メ
リ
カ
を
除
く
国
の
中
で
は
最
低
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
五
〇
％
配
当
の
場
合
の
調
整
度
合
（
所
得
税
率
は
平
均
（
四
〇
％
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
）
ほ
、
西
ド
イ
ツ
に
次
い
で
琴
一
位
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
大
い
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
掟
薬
方
式
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
○
％
が
そ
う
で
な
く
な
っ
て
い
る
 
 

こ
と
、
さ
ら
に
五
〇
％
配
当
の
場
合
で
は
西
ド
イ
ツ
の
調
整
度
合
一
〇
〇
％
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
西
ド
イ
ツ
の
混
合
方
式
 
 

（
注
1
0
）
 
 

が
完
全
統
合
方
式
で
な
く
、
部
分
統
合
方
式
で
あ
る
以
上
、
一
〇
〇
％
で
な
く
な
る
部
分
が
生
ず
る
の
が
む
L
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
最
大
配
当
の
場
合
よ
り
も
、
現
実
に
近
い
一
部
配
当
（
三
割
程
度
か
ら
五
割
程
度
の
配
当
）
の
場
合
の
調
整
度
合
を
み
て
み
る
こ
 
 

と
が
よ
り
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
配
当
性
向
五
割
の
場
合
の
調
整
度
合
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

㈲
 
調
整
度
合
の
計
算
の
フ
ァ
ク
タ
ー
 
 
 

こ
の
よ
う
に
観
察
し
て
く
る
と
、
あ
る
べ
き
調
整
度
合
を
得
る
に
は
、
次
の
三
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
る
調
整
度
合
の
動
的
状
態
を
見
て
 
 

み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

①
所
得
階
層
（
実
際
上
ほ
限
界
所
得
税
率
階
層
）
別
の
調
整
度
合
の
変
動
状
況
 
 
 

②
配
当
性
向
（
法
人
所
得
金
額
の
う
ち
に
配
当
に
充
て
ら
れ
る
部
分
の
金
額
の
占
め
る
割
合
）
別
の
調
整
度
合
の
変
動
状
況
 
 
 

③
完
全
統
合
方
式
の
場
合
の
①
、
②
の
変
動
状
況
（
完
全
統
合
方
式
で
ほ
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
一
〇
〇
と
な
る
。
）
と
比
較
し
た
調
整
度
合
 
 

の
変
動
状
況
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
で
ほ
、
日
本
は
ど
こ
に
い
る
か
に
つ
い
て
の
結
論
は
保
留
し
、
以
上
の
三
フ
ァ
ク
タ
ー
を
配
慮
し
た
分
析
を
行
 
 

っ
た
上
で
結
論
を
出
す
こ
と
と
す
る
。
 
 

一
八
三
 
 
 



（
注
1
0
）
 
（
注
6
）
 
と
く
に
周
参
照
。
 
 
 

3
 
所
得
階
層
に
よ
る
調
整
度
合
の
変
化
 
 

所
得
階
層
別
す
な
わ
ち
限
界
所
得
税
率
階
層
別
の
調
整
度
合
を
計
算
し
、
国
際
比
較
し
た
も
の
を
見
て
み
る
（
第
2
図
参
照
）
。
 
 

川
 
提
案
方
式
に
よ
る
調
整
度
合
の
国
際
比
較
 
 

こ
の
図
で
ほ
、
日
本
ほ
主
税
局
方
式
の
計
算
と
提
案
方
式
の
計
算
の
双
方
の
調
整
度
合
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
外
国
は
す
べ
て
提
案
方
 
 
 

A表 昭和35年税制調査会答申の  

二重課税調整度合試算  
（
注
8
）
 
 

（
注
9
）
 
 

一
八
四
 
 
 

昭
和
三
五
年
十
二
月
税
制
調
査
会
第
一
次
答
申
「
答
申
の
審
議
の
内
容
及
び
経
過
の
説
明
」
 
二
三
垂
頁
～
一
三
七
頁
参
喝
 
 
 

同
上
答
申
に
は
、
こ
の
昭
和
三
一
年
十
一
月
答
申
と
同
じ
方
式
で
計
算
さ
れ
た
昭
和
三
五
年
当
時
の
税
制
に
よ
る
二
重
課
税
調
整
度
合
の
試
算
 
 

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
同
上
一
三
入
貢
）
。
日
本
の
配
当
軽
課
措
置
採
用
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ロ
ス
ア
ッ
プ
不
適
用
の
利
潤
税
一
二
・
五
％
の
と
 
 

き
、
西
ド
イ
ツ
の
留
保
分
五
一
％
、
配
当
分
一
五
％
の
配
当
軽
課
措
置
の
も
と
の
計
算
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
、
要
点
を
掲
げ
れ
ば
、
A
蓑
の
と
 
 

お
り
。
（
平
均
所
得
階
層
と
は
、
配
当
所
得
者
の
平
均
と
し
て
、
一
人
当
り
平
均
国
民
所
得
の
三
〇
倍
（
A
）
又
は
一
〇
倍
（
B
）
を
い
う
。
）
 
 



式
に
よ
り
計
算
し
た
調
整
度
合
で
あ
る
。
な
お
カ
ナ
ダ
は
カ
ー
タ
ー
委
員
会
の
掟
案
に
よ
る
完
全
統
合
方
式
を
用
い
て
い
る
。
 
 
 

二
で
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
か
ら
、
義
金
統
合
方
式
と
比
較
し
て
あ
ら
ゆ
る
カ
薫
の
調
整
度
合
を
見
る
の
に
最
も
適
当
な
の
は
、
掟
薬
方
 
 

式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
所
得
税
率
階
層
別
調
整
度
合
と
い
っ
て
も
配
当
性
向
に
よ
っ
て
異
な
る
状
況
を
示
す
の
で
あ
る
か
ら
、
最
大
配
当
、
半
額
配
当
、
全
 
 

（
注
1
1
）
 
 

額
留
保
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
に
分
け
て
、
所
得
税
率
階
層
別
調
整
度
合
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

㈹
 
最
大
配
当
の
場
合
の
税
率
階
層
別
調
整
度
合
 
 
 

最
大
配
当
の
場
合
の
調
整
度
合
は
、
前
に
、
第
1
図
で
、
最
高
（
七
〇
％
）
、
平
均
（
四
〇
％
）
、
最
低
（
一
〇
％
）
の
三
つ
の
所
得
税
率
 
 

階
層
別
に
示
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を
除
い
て
、
い
か
な
る
階
層
で
も
、
日
本
の
調
整
度
合
が
最
も
低
い
。
（
日
本
の
主
税
 
 

局
方
式
の
調
整
度
合
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
低
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
提
案
方
式
で
計
算
し
た
調
整
度
合
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
で
 
 

あ
り
、
主
税
局
方
式
で
計
算
す
れ
ば
ア
メ
リ
れ
ほ
全
階
層
0
で
主
税
局
方
式
の
日
本
よ
り
そ
の
調
整
度
合
は
常
に
下
と
な
る
。
）
 
 
 

囲
 
半
額
配
当
の
場
合
の
税
率
階
層
別
調
整
度
合
 
 
 

前
に
第
1
図
で
、
平
均
階
層
（
所
得
税
率
四
〇
％
）
の
場
合
の
み
の
調
整
度
合
を
示
し
、
日
本
の
調
整
度
合
が
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
イ
ギ
リ
 
 

ス
を
こ
え
、
西
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
（
完
全
統
合
）
に
次
い
で
第
三
位
に
な
る
こ
と
は
紹
介
し
た
。
 
 
 

こ
こ
で
、
所
得
税
率
階
層
別
に
み
る
と
、
所
得
税
率
一
〇
％
の
場
合
の
半
額
配
当
の
と
き
の
調
整
度
合
は
、
最
大
配
当
の
場
合
と
同
様
に
 
 

ア
メ
リ
カ
の
み
を
超
え
第
五
位
で
あ
る
が
、
所
得
税
率
二
〇
％
で
イ
ギ
リ
ス
を
抜
き
、
三
〇
％
で
は
フ
ラ
ソ
ス
を
抜
き
、
五
〇
％
で
は
西
ド
 
 

∴
 
 

イ
ツ
を
こ
え
、
さ
ら
に
所
得
税
率
六
〇
％
で
は
カ
ナ
ダ
（
完
全
統
合
）
を
も
こ
え
て
第
一
位
の
調
整
度
合
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
全
額
留
保
の
場
合
の
税
率
階
層
別
調
整
度
合
 
 

一
八
五
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こ
の
場
合
は
、
グ
ラ
フ
を
一
見
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
調
整
度
合
が
所
得
税
率
階
層
に
関
係
な
く
常
に
世
界
第
一
位
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
ほ
、
法
人
税
率
が
日
本
が
世
界
で
一
番
低
い
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
法
人
税
率
よ
り
下
の
所
得
税
率
階
層
で
ほ
、
法
人
税
率
と
所
 
 

得
税
率
の
差
が
未
調
整
に
な
る
の
で
調
整
度
合
ほ
日
本
が
一
番
上
で
あ
り
、
法
人
税
率
よ
り
上
の
所
得
税
率
階
層
で
は
、
そ
の
差
が
調
整
度
 
 

合
（
本
来
、
所
得
税
の
み
で
あ
れ
ば
七
〇
％
徴
収
さ
れ
る
の
が
、
全
額
留
保
の
と
き
は
、
例
え
ば
法
人
税
率
四
〇
％
ま
で
の
徴
収
で
す
め
ば
 
 

調
整
度
合
は
四
〇
分
の
七
〇
す
な
わ
ち
一
七
五
％
と
な
る
が
、
法
人
税
率
が
高
く
、
五
〇
％
で
あ
れ
ば
、
五
〇
分
の
七
〇
す
な
わ
ち
一
四
〇
 
 

％
と
低
く
な
る
。
）
と
な
る
の
で
へ
 
こ
れ
も
第
一
位
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

グ
ラ
フ
を
み
る
と
完
全
統
合
の
カ
ナ
ダ
ほ
常
に
一
〇
〇
％
で
あ
る
が
、
他
の
諸
外
国
は
こ
の
一
〇
〇
％
の
線
と
法
人
税
率
に
相
当
す
る
所
 
 

得
税
率
（
ア
メ
リ
カ
四
八
％
、
フ
ラ
ン
ス
五
〇
％
、
イ
ギ
リ
ス
五
二
％
、
西
ド
イ
ツ
五
六
％
）
の
と
こ
ろ
で
交
っ
て
お
り
、
こ
の
順
序
の
調
 
 

整
度
合
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
主
税
局
方
式
わ
線
は
極
端
（
垂
線
）
な
の
で
省
略
し
た
。
 
 

（
注
1
1
）
 
配
当
性
向
別
、
所
得
税
率
別
の
各
国
の
調
整
度
合
の
計
数
は
、
二
に
数
表
及
び
図
表
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
第
日
豪
～
第
1
6
表
、
第
七
囲
～
第
 
 

十
二
図
参
照
）
 
 

4
 
配
当
性
向
に
よ
る
調
整
度
合
の
変
化
 
 
 

配
当
性
向
別
の
調
整
度
合
を
計
算
し
、
国
際
比
較
し
た
も
の
を
見
て
み
る
（
第
3
図
参
照
）
。
 
 

∽
 
提
案
方
式
に
よ
る
調
整
度
合
の
国
際
比
較
 
 

所
得
階
層
別
の
比
較
と
同
じ
理
由
に
よ
り
、
提
案
方
式
に
よ
り
計
算
し
た
調
整
度
合
で
比
較
し
て
い
る
。
 
 

な
お
、
配
当
性
向
別
調
感
度
合
と
い
っ
て
も
、
所
得
税
率
階
層
に
よ
っ
て
異
な
る
状
況
を
示
す
の
で
あ
る
か
ら
、
平
均
税
率
（
四
〇
％
）
、
 
 

一
八
七
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（
注
1
2
）
 
 

最
高
税
率
（
七
〇
％
）
、
最
低
税
率
（
一
〇
％
）
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
に
分
け
て
、
配
当
性
向
別
調
整
度
合
が
グ
ラ
フ
で
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

川
 
平
均
所
得
税
率
の
場
合
の
配
当
性
向
別
調
整
度
合
 
 

平
均
所
得
税
率
（
四
〇
％
）
の
場
合
の
調
整
度
合
ほ
、
配
当
性
向
五
〇
％
の
場
合
の
み
が
第
1
囲
で
前
に
示
さ
れ
、
わ
が
国
の
調
整
度
合
 
 

が
、
カ
ナ
ダ
（
完
全
統
合
）
、
西
ド
イ
ツ
に
次
い
で
第
三
位
と
な
る
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
た
。
 
 
 

し
か
し
、
配
当
性
向
別
に
み
る
と
、
日
本
の
調
整
度
合
は
、
最
大
配
当
の
と
き
に
は
ア
メ
リ
カ
を
超
え
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
八
〇
％
 
 

配
当
程
度
で
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
超
え
、
四
〇
％
配
当
で
ほ
西
ド
イ
ツ
も
抜
き
、
全
額
留
保
で
カ
ナ
ダ
（
完
全
統
合
）
と
同
じ
一
〇
〇
 
 

％
と
な
る
。
（
日
本
の
場
合
、
平
均
所
得
税
率
と
法
人
税
率
が
等
し
い
の
で
、
全
額
留
保
の
場
合
竺
致
し
一
〇
〇
％
と
な
る
。
）
 
 
 

弼
 
最
高
所
得
税
率
の
場
合
の
配
当
性
向
別
調
整
度
合
 
 
 

最
高
所
得
税
率
（
七
〇
％
）
の
場
合
の
配
当
性
向
別
調
整
度
合
を
見
る
と
、
日
本
の
調
整
度
合
は
、
最
大
配
当
の
と
き
ほ
、
ア
メ
リ
カ
を
 
 

超
え
て
い
る
程
度
で
あ
る
が
、
九
〇
％
配
当
で
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
超
ゝ
え
、
八
〇
％
配
当
で
カ
ナ
ダ
（
完
全
統
合
）
を
超
え
、
七
〇
％
 
 

で
は
西
ド
イ
ツ
を
超
え
て
、
第
一
位
の
調
整
度
合
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

㈲
 
最
低
所
得
税
率
の
場
合
の
配
当
性
向
別
調
整
度
合
 
 
 

最
低
所
得
税
率
（
一
〇
％
）
の
場
合
の
わ
が
国
の
調
整
度
合
は
、
か
な
り
の
部
分
で
ア
メ
リ
カ
を
超
え
る
だ
け
で
あ
り
、
配
当
性
向
三
〇
 
 

％
以
下
に
な
っ
て
よ
う
や
く
イ
ギ
リ
ス
を
超
え
、
一
〇
％
以
下
で
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
を
超
え
、
全
額
留
保
で
も
な
お
カ
ナ
ダ
（
完
全
統
 
 

合
）
に
及
ば
な
い
。
（
全
額
留
保
で
も
、
所
得
竺
○
％
の
ほ
ず
が
、
法
人
税
四
〇
％
を
徴
収
さ
れ
る
の
で
調
整
度
合
は
四
〇
分
の
一
〇
、
 
 

す
な
わ
ち
二
五
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
国
ほ
日
本
よ
り
法
人
税
率
が
高
い
の
で
調
整
度
合
が
少
さ
く
な
る
。
）
 
 
 

（
注
ほ
）
 
配
当
性
向
別
調
整
度
合
の
細
か
い
国
別
等
の
計
数
は
、
二
の
第
1
1
表
～
第
1
6
表
参
照
。
 
 

一
八
九
 
 
 



第2表 平均状態での各国調整度合の  

比較   5
 
結
 
論
 
 
－
 
提
案
方
式
に
よ
る
日
本
の
座
槙
 
－
 
 

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
日
本
の
調
整
度
合
の
座
標
は
ど
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

税
制
を
み
る
場
合
の
常
識
的
な
観
点
で
は
ヾ
企
業
の
配
当
性
向
竺
一
〇
％
～
四
〇
％
程
度
が
平
均
的
で
あ
り
、
所
得
税
率
で
は
配
当
所
得
 
 

者
の
平
均
限
界
税
率
は
四
つ
％
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
視
座
を
明
徳
に
す
る
と
、
日
本
の
二
重
課
税
調
整
度
合
は
、
第
3
図
の
平
均
税
率
の
場
合
の
一
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
範
囲
に
し
ぼ
っ
て
計
数
を
示
す
と
、
次
の
第
2
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
で
み
る
と
日
本
の
座
標
ほ
、
完
全
統
合
方
式
で
計
算
さ
れ
、
そ
れ
故
に
今
は
ど
こ
に
 
 

も
な
い
カ
ナ
ダ
（
完
全
統
合
）
の
調
整
度
合
に
達
し
て
い
な
い
だ
け
で
あ
り
、
他
の
国
の
調
 
 

整
度
合
を
す
べ
て
超
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
実
的
に
は
世
界
最
高
の
場
に
位
し
て
い
 
 

る
と
言
え
る
。
 
 
 

こ
の
傾
向
は
、
所
得
税
率
階
層
が
高
く
な
り
、
配
当
性
向
が
小
さ
く
な
れ
ば
一
層
拡
大
さ
 
 

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
座
標
と
な
る
の
は
、
配
当
軽
減
税
率
や
配
当
控
除
に
よ
る
 
 

調
整
に
も
ま
し
て
、
わ
が
国
打
法
人
税
率
が
諸
外
国
よ
り
低
い
こ
と
が
貢
献
し
て
い
る
と
考
 
 

（
注
1
3
）
 
 

え
ら
れ
る
。
 
 

（
注
1
3
）
 
調
整
度
合
は
、
日
本
も
各
国
も
、
国
税
の
み
で
計
算
し
、
比
放
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
 
 

て
地
方
税
を
入
れ
て
計
算
す
れ
ば
若
干
変
る
こ
と
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
方
税
を
入
れ
て
 
 
 



も
、
わ
が
国
の
法
人
税
の
実
効
税
率
は
、
国
際
的
に
低
く
、
わ
が
国
の
諷
整
度
合
の
座
療
が
世
界
の
調
整
度
合
の
中
に
占
め
る
場
所
は
大
差
な
い
 
 

も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
な
お
、
論
者
に
よ
っ
て
は
、
二
重
課
税
の
調
整
度
合
は
、
「
株
主
に
適
用
さ
れ
る
典
型
的
な
限
界
所
得
税
率
」
の
ほ
か
、
さ
 
 

ら
に
有
価
証
券
（
株
式
）
の
「
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
対
す
る
課
税
の
有
無
及
び
そ
の
水
準
」
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
 
 

る
（
前
掲
「
O
E
C
D
加
盟
国
の
法
人
税
制
」
8
頁
参
照
）
。
 
 

二
 
調
整
度
合
の
計
算
諸
方
式
の
険
討
と
新
方
式
の
蕗
案
 
 

H
 
既
存
の
調
整
度
合
計
算
の
藷
方
式
と
そ
の
検
討
 
 

－
昭
和
三
一
年
臨
時
税
御
調
杢
会
答
申
の
調
整
度
合
の
計
許
 
 
 

∽
 
計
算
の
意
義
 
 
 

昭
和
三
妄
十
二
月
の
臨
時
税
制
調
査
会
答
申
に
は
、
第
3
泰
の
よ
う
な
「
第
7
3
表
法
人
個
人
の
二
重
課
税
排
除
の
度
合
に
関
す
る
試
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
1
4
）
 
 

算
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
表
の
意
味
に
つ
い
て
、
同
答
申
で
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
税
制
上
い
わ
ゆ
る
法
人
擬
制
説
と
法
人
実
在
説
と
の
い
ず
れ
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
学
者
間
に
も
議
論
が
あ
り
、
各
国
の
立
法
 
 

例
も
分
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
く
法
人
実
在
説
を
と
る
フ
ラ
ン
ス
の
税
制
は
別
と
し
、
各
国
の
税
制
ほ
、
法
人
擬
制
説
と
法
人
実
在
説
の
 
 

い
ず
れ
に
も
徹
底
し
て
い
な
い
。
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
両
者
の
要
素
が
と
も
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
法
人
実
在
 
 

説
的
要
素
が
ま
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
社
会
の
実
情
が
、
い
ず
れ
の
一
方
で
も
割
り
切
れ
な
い
複
雑
な
事
態
を
示
し
 
 

て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
法
人
個
人
の
二
重
課
税
排
除
の
度
合
に
関
す
る
第
7
3
表
（
第
3
表
筆
者
注
）
の
試
算
が
 
 

明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
五
％
の
配
当
控
除
率
を
認
め
る
わ
が
国
の
制
度
は
、
最
高
所
得
階
層
に
つ
い
て
み
て
も
平
均
所
得
階
層
に
 
 
 



第3表 法人個人の二重課税排除の度合に関する試算  
（昭和31年臨時税副詞査会答申）  

備  考  嚢高所得  

階  層  
区  分  

（平均国民所得）憶人雪）  

0％  現行法（配当控除率  
25％の場合）  

改正案（配当控除率  
25％の場合）   

同（20％の場合）   

同（15％の場合）   

同（10％の場合）  

（A）21，064，320  
（58，350ドル）  
（B）7，021，440  ア メ リ カ  

6
）
2
）
 
6
7
ド
5
9
ド
 
 

3
，
ソ
4
．
ソ
 
 

2
8
ポ
0
9
ポ
 
 
，
2
 
’
4
 
 

9
2
3
7
 
 

2
 
 
0
 
 

）
 
 
l
）
 
 
’
 
 

A
四
B
持
 
 

′
一
■
＼
 
 
 
（
 
 

イ ギ リ ス  

社
．
〇
般
．
〇
 
 

会
0
0
 
0
 
 

子
1
一
 
 

西 ド イ ツ  

23．422マルク  

フ ラ ン ス  1 0．01 0．0】 0．0】  】100・0  

（A）13，495，530  
（37，650ドル）  
（B）4，498，510  
（12，550ドル）  

カ  ナ  ダ  

（備考）1．算出は、次の算式によった。  
一  

形態で事業を行った場合の総合税負担 の総合税負担  二重課税が全く排除されないとした場合の＿個人形態で事業を行った場合 法人   

2．日本の計算には、事業税を入れていない。  

3．平均所得階層としては、夫婦子3人として国民1人当り平均国民所得の5倍   

をとるぺきであるが、配当所得を有する者が比較的高額所得者であると考え   
て、（A）は1人当り国民所得の30倍、（B）ほ10倍とした。  

4．法人税が累退群率となっているときは、実質的な基本税率をとった。  

九   



い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
実
際
の
計
算
を
日
本
の
場
合
に
つ
い
て
み
 
 

て
み
る
と
、
同
じ
答
申
の
す
ぐ
後
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
 
 

「
第
4
7
表
現
行
法
人
税
率
（
四
〇
％
）
と
所
得
税
率
と
 
 

の
関
係
か
ら
み
た
配
当
控
除
率
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
理
 
 

論
配
当
控
除
率
の
計
算
の
表
の
理
論
配
当
控
除
率
で
も
 
 

っ
て
、
制
度
上
の
配
当
控
除
率
二
五
％
を
除
し
た
商
が
 
 

二
重
課
税
排
除
度
合
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

例
え
ば
最
高
所
得
階
層
の
排
除
度
合
一
七
〇
・
四
％
 
 

は
、
下
の
よ
う
に
計
算
し
て
算
出
し
た
所
得
税
率
六
五
 
 

％
の
場
合
の
理
論
配
当
控
除
率
一
四
二
ハ
％
で
二
五
％
 
 

を
除
し
て
算
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

つ
い
て
み
て
も
、
各
国
税
制
中
も
っ
と
も
法
人
擬
制
説
的
要
素
が
強
い
と
い
え
よ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
検
討
の
結
 
 

果
に
立
っ
て
、
一
、
0
0
0
万
円
以
上
の
所
得
金
額
の
場
合
の
配
当
控
除
率
を
二
段
階
制
に
し
て
一
〇
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
勧
告
し
て
 
 

い
る
。
 
 
 

∽
 
計
算
の
内
容
と
考
え
方
 
 

こ
の
昭
和
三
十
毒
の
臨
時
税
制
調
査
答
申
の
二
重
課
税
排
除
度
合
の
計
算
方
式
に
つ
い
て
は
、
試
算
の
表
の
備
考
に
算
式
が
示
さ
れ
て
 
 

理論酉己当控除率14．6％の算出過程  

（1）所得税率 65％  

（2）住民脱込の税率（（1）×1．12）  

6．5％×1．21＝78．65％  

（3）法人税率 40％  

極）住民税込の法人税率（（3）×1．135）  

40％×1」35＝45．40％  

（5）分配可能額（100－（4））  

100％－45．40％＝54．60％  

（6）所得税等負担（（5）×（2））  

54．60％×78．65％＝42．94％  

（7）法人税 所得税負担の合計（4）＋（6）  

45．40％＋42．94％＝88．34％  

（8）所得税等のみとしたときの負担をこえ  

る部分（二重課税額）（（7）－（2））  

88．34－78．65＝9．69  

（9）二重課税のうち所得税分（（8）÷1．21）  

9．69÷1．21＝8．01  

鋸）ヨ墾論配当控除率（（9）÷（5））  

8．01÷54．60＝14．6％  

九   



こ
の
計
算
方
式
は
∵
前
述
し
た
よ
う
に
昭
和
三
五
年
十
 
 

き
幣
配
当
軽
課
措
置
採
用
を
前
提
と
し
て
計
算
さ
れ
て
 
 

乱
に
よ
っ
て
計
算
し
た
こ
と
が
、
そ
の
計
算
表
の
備
考
で
 
 

∴
〕
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
計
算
方
式
の
考
え
方
と
し
て
は
、
後
述
の
主
税
局
方
式
帝
提
案
万
式
と
差
は
な
い
と
言
え
る
。
 
 
 

囲
 
計
算
の
閏
露
点
 
 
 

こ
の
よ
う
に
計
算
の
内
容
を
見
て
く
る
と
、
次
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
な
る
。
 
 

り
①
分
母
及
び
分
子
の
「
最
大
二
重
課
税
の
場
合
の
総
合
税
負
抵
」
の
計
算
は
、
法
人
税
及
び
法
人
住
民
税
の
額
と
こ
れ
ら
の
税
が
課
さ
れ
 
 

ヽ
ヽ
 
 

た
威
余
の
全
額
が
配
当
さ
れ
た
と
き
に
そ
の
配
当
額
に
課
さ
れ
る
所
得
税
額
と
個
人
住
民
税
と
の
四
つ
の
税
の
合
計
額
と
さ
れ
て
い
る
バ
 
 
 

こ
の
算
式
は
、
 
 
 

雫
零
細
ゆ
＝
 
 

「
軸
汁
〓
働
儲
常
8
添
ゆ
t
．
望
布
讃
8
討
け
「
抒
 
 

8
奔
命
営
沙
帯
」
 
 

亜
ゆ
8
詳
ゆ
喪
沙
帯
 
 

「
油
井
〓
糾
弾
常
8
渇
坤
l
 
「
醤
尋
常
愛
市
付
か
r
辞
＞
韻
藤
 
里
警
器
 

蒜
薩
」
 
 

8
盛
砂
8
謬
ゆ
営
伊
野
」
 
 

〓
脚
肇
常
票
脾
ぺ
襲
評
価
ぎ
抒
〔
ノ
け
「
拝
辞
車
8
 
 

‥
‥
∵
∵
・
＼
∴
∴
‥
・
．
・
∴
．
∴
∴
い
－
′
 
㌔
∵
ナ
∴
 
 
 

簡
単
に
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

〓
・
∴
‥
∴
㌧
∵
‥
‥
二
∴
∴
、
∵
．
．
、
一
－
∴
㌧
∵
、
い
ぃ
∴
－
 
 

癖
＞
韻
蘇
d
樹
湖
畔
苛
J
抒
け
坤
8
傍
蹄
栗
沙
帯
 
 

明・・－－トー・二  

一
九
個
 
 

人
注
1
5
）
 
 

月
の
税
制
調
査
会
一
次
答
申
に
お
い
て
む
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
 
 

る
が
、
や
は
り
、
賂
和
三
一
年
の
臨
時
税
制
調
査
会
答
申
と
全
く
同
じ
次
の
算
 
 

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
 
 

困
却
萱
岡
8
郎
ゆ
8
 
 

〓
囲
粟
男
鹿
 
 

計
ア
て
ぷ
遠
謀
〓
 
 

圃
鶉
澄
愈
 
 

辞
＞
韻
轟
d
朝
粥
吋
苛
抒
d
首
藤
砂
8
 
 

鱒
異
学
彗
市
町
か
謬
ゆ
常
沙
帯
 
 

壷
＞
韻
酵
d
嚇
淋
曹
却
J
拝
辞
砂
8
謬
 
 

ゆ
望
沙
歯
 
 



ま
た
、
こ
の
所
得
税
額
及
び
個
人
住
民
税
額
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
受
取
配
当
額
の
グ
ロ
ス
ア
ッ
プ
ほ
行
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
計
算
さ
 
 

れ
、
配
当
控
除
は
適
用
さ
れ
な
い
。
法
人
税
は
、
配
当
軽
課
措
置
が
あ
る
と
き
で
も
、
そ
れ
が
な
い
留
保
税
率
（
基
本
税
率
）
で
計
算
さ
れ
 
 

る
。
 
 
 

②
分
子
の
「
現
行
税
制
に
よ
る
法
人
形
態
の
場
合
の
総
合
税
負
担
」
は
、
法
人
税
及
び
法
人
住
民
税
差
引
後
の
配
当
可
能
限
度
額
の
全
額
 
 

が
配
当
さ
れ
た
と
し
た
場
合
の
法
人
税
、
法
人
住
民
税
、
所
得
税
、
個
人
住
民
税
の
総
額
が
計
算
さ
れ
る
。
配
当
軽
課
措
置
が
採
用
さ
れ
て
 
 

い
る
場
合
に
は
、
配
当
部
分
に
対
す
る
軽
減
法
人
税
額
に
相
当
す
る
所
得
に
は
、
留
保
部
分
と
し
て
基
本
税
率
が
課
さ
れ
る
の
で
、
最
大
瀧
 
 

当
可
能
額
を
方
程
式
を
解
い
て
算
出
し
人
相
互
転
換
表
に
関
し
て
」
例
え
ば
二
四
一
頁
や
計
算
L
て
い
る
。
）
、
そ
れ
を
用
い
て
法
人
税
負
狙
 
 

額
以
後
の
金
額
が
計
算
さ
れ
る
。
ま
た
、
配
当
控
除
も
適
用
さ
れ
る
。
（
個
人
住
民
税
を
総
合
税
負
担
に
含
め
る
こ
と
は
、
個
人
住
民
税
の
 
 

配
当
控
除
が
設
け
ら
れ
た
昭
和
3
7
年
以
降
の
試
算
で
は
、
行
わ
れ
て
い
な
い
。
）
 
 
 

し
た
が
サ
て
、
土
の
計
算
方
式
で
は
、
⑦
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
計
算
を
行
な
う
完
全
統
合
方
式
が
対
象
に
な
り
得
な
い
、
㊥
必
然
的
に
最
大
 
 

配
当
の
場
合
の
調
整
度
合
が
算
出
さ
れ
る
。
㊤
所
得
階
層
別
（
適
用
所
得
税
率
階
層
別
）
の
調
整
度
合
ほ
計
算
さ
れ
る
が
、
配
当
性
向
別
の
 
 

調
整
度
合
は
計
算
さ
れ
得
な
い
、
と
い
っ
た
短
所
が
あ
る
と
い
え
る
。
 
 

（
注
1
4
）
 
昭
和
三
一
年
臨
時
税
制
調
査
会
答
申
 
二
〇
三
頁
 
 
 

（
注
1
5
）
 
（
注
1
9
）
 
参
照
 
 

∽
 
忠
博
士
の
主
張
及
び
分
析
の
意
義
 
 
 

2
 
 

忠
佐
市
博
士
の
未
調
整
方
式
の
調
整
機
能
の
主
張
七
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
実
際
控
除
率
の
分
析
 
 

一
九
五
 
 
 



一
九
六
 
 
 

前
日
大
教
授
息
佐
市
博
士
は
、
企
業
課
税
と
配
当
課
税
を
め
ぐ
る
こ
の
二
重
課
税
の
調
整
の
問
題
及
び
そ
の
周
辺
の
問
題
に
つ
い
て
多
く
 
 

（
注
1
6
）
 
 

の
す
ぐ
れ
た
論
文
を
発
表
さ
れ
て
深
く
分
析
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
鋭
い
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

忠
博
士
の
論
文
の
う
ち
、
特
に
こ
の
論
稿
の
主
題
で
あ
る
二
重
課
税
の
調
整
度
合
に
関
連
す
る
部
分
を
紹
介
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

S
 
留
保
分
が
調
整
対
象
か
ら
残
る
と
い
う
指
摘
 
 
 

「
こ
の
法
人
税
額
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
方
式
で
は
、
現
に
実
行
さ
れ
て
い
る
の
は
全
額
が
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
 
 

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
留
保
部
分
を
含
め
て
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
す
る
課
税
技
術
が
成
功
す
る
と
き
は
、
配
当
の
 
 

が
、
も
し
、
そ
の
税
額
の
全
額
が
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
し
て
も
、
株
式
会
社
に
留
保
さ
れ
た
部
分
が
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
さ
れ
な
い
で
 
 

（
注
1
7
）
 
 

機
会
が
あ
る
限
り
、
組
合
課
税
方
式
に
接
近
す
る
道
理
で
あ
る
が
、
そ
の
見
と
お
し
は
立
て
に
く
い
。
」
 
 
 

伺
 
非
調
整
方
式
で
も
調
整
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
及
び
実
証
 
 
 

「
私
は
、
株
主
課
税
の
所
得
税
と
株
式
会
社
課
税
の
法
人
税
と
を
別
個
に
独
立
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
税
率
の
盛
り
方
に
よ
っ
て
 
 

ほ
、
株
式
会
社
の
所
得
に
つ
い
て
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
方
式
に
よ
り
組
合
課
税
方
式
で
株
主
に
総
合
累
進
課
税
を
し
た
場
合
の
所
得
税
額
を
計
 
 

算
し
、
そ
れ
か
ら
法
人
税
相
当
額
の
税
額
控
除
を
し
て
納
め
る
べ
き
所
得
税
額
と
す
れ
ば
、
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
な
し
の
同
内
容
の
総
合
累
進
 
 

の
所
得
税
額
に
近
似
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
こ
れ
を
実
質
的
な
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
税
額
控
除
方
式
と
呼
ん
で
み
 
 

た
。
そ
の
説
明
、
説
得
に
は
難
渋
さ
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
実
質
的
に
は
相
互
の
調
整
が
内
包
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
表
面
上
は
別
個
に
独
立
な
 
 

（
注
1
8
）
 
 

存
在
と
さ
れ
る
外
形
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
」
 
 
 

「
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
法
人
所
得
税
と
個
人
の
所
得
税
と
の
ケ
ネ
デ
ィ
減
税
当
時
の
税
率
は
、
当
時
の
平
均
的
な
配
当
性
向
を
前
掟
と
 
 
 



す
れ
ば
、
利
益
配
当
を
そ
れ
に
よ
っ
て
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
（
還
元
）
し
た
決
算
利
益
相
当
額
に
つ
い
て
、
累
進
税
率
で
算
出
し
た
所
得
税
額
 
 

か
ら
、
そ
の
還
元
さ
れ
た
決
算
利
益
相
当
額
に
対
す
る
法
人
税
額
を
控
除
し
た
金
額
（
以
上
は
仮
定
計
算
）
は
、
利
益
配
当
額
そ
の
ま
ま
の
 
 

金
額
に
よ
っ
て
累
進
税
率
で
算
出
し
た
所
得
税
額
（
以
上
は
税
法
上
の
計
算
）
と
比
較
し
て
み
て
、
予
想
外
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
 
 

す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
人
税
の
税
率
と
、
個
人
の
所
得
税
の
累
進
段
階
の
刻
み
か
た
と
、
累
進
税
率
の
盛
り
か
 
 

た
と
が
、
こ
う
し
た
目
的
に
適
応
す
る
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
法
人
税
と
所
得
税
の
問
に
税
額
控
除
そ
の
他
の
調
 
 

整
の
手
段
を
講
じ
な
い
で
も
、
生
き
た
人
と
し
て
の
株
主
集
団
の
所
得
に
対
す
る
課
税
の
論
理
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
 
 

（
注
1
9
）
 
 

る
。
し
か
し
、
こ
の
私
の
思
索
は
、
ま
わ
り
く
ど
い
た
た
め
か
一
向
に
反
響
が
な
く
て
、
た
な
ぎ
ら
し
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
」
 
 
 

M
 
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
実
質
機
能
の
分
析
 
 
 

「
こ
れ
ら
の
方
式
は
、
利
益
配
当
を
決
算
利
益
に
還
元
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
で
は
な
い
。
も
と
も
と
、
利
益
 
 

配
当
額
に
対
し
て
そ
れ
に
相
当
す
る
法
人
税
の
全
額
を
加
え
た
と
し
て
も
、
留
保
利
益
額
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。
法
人
税
額
 
 

の
全
額
を
加
え
て
お
い
て
、
そ
の
全
額
を
税
額
控
除
す
る
と
し
て
も
、
税
額
の
一
部
を
加
え
て
そ
の
加
算
額
を
税
額
控
除
す
る
と
し
て
も
還
 
 

元
利
益
に
接
近
す
べ
き
機
能
は
そ
こ
に
期
待
す
べ
く
も
な
い
。
そ
の
機
能
は
、
基
本
的
な
所
得
税
の
累
進
税
率
に
対
し
て
税
額
控
除
の
結
 
 

果
、
利
益
配
当
に
対
す
る
軽
減
税
率
が
い
く
ら
と
な
り
、
か
つ
、
そ
れ
に
合
理
性
が
あ
り
そ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
程
度
に
と
ど
ま
る
 
 

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
大
要
を
次
の
表
（
第
4
表
」
筆
者
注
）
で
整
理
し
て
み
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
配
当
税
 
 

額
控
除
の
一
〇
％
又
は
五
％
に
相
当
す
る
も
の
は
、
累
進
税
率
の
最
低
の
段
階
か
ら
一
定
の
段
階
ま
で
は
、
無
税
の
結
果
と
な
る
よ
う
に
累
 
 

進
税
率
ま
る
ま
る
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
無
税
の
最
高
段
階
に
達
す
る
と
、
累
進
税
率
が
高
ま
る
に
し
た
が
っ
て
、
控
除
率
が
、
自
動
的
に
 
 

低
ま
る
、
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
「
フ
ラ
ン
ス
方
式
は
、
そ
し
た
実
態
を
備
え
な
が
ら
、
表
面
上
の
美
辞
 
 

一
九
七
 
 
 



（
辟
）
 
短
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尋
「
餅
＞
常
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範
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8
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、
舟
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）
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ヤ
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草
野
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琴
や
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野
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（
注
2
0
）
 
 

麗
句
は
そ
の
こ
と
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
」
 
 
 

∽
 
実
際
控
除
率
の
計
算
の
内
容
と
考
え
方
 
 
 

忠
博
士
の
意
見
の
う
ち
、
調
整
度
合
に
関
連
す
る
の
は
、
非
調
整
方
式
も
調
整
度
合
が
あ
る
と
い
う
主
張
と
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
 
 

式
に
つ
い
て
の
「
実
際
控
除
率
」
に
よ
る
機
能
分
析
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

忠
博
士
の
イ
ソ
ピ
′
ユ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
機
能
測
定
の
た
め
の
「
実
際
控
除
率
」
あ
計
算
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
フ
ラ
ン
ス
 
 

の
二
分
の
一
イ
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
場
合
で
、
所
得
税
の
税
率
が
一
〇
％
で
あ
る
場
合
を
例
に
と
る
。
）
 
 
 

こ
の
実
際
控
除
率
の
計
算
そ
の
も
の
に
つ
い
て
ほ
、
次
の
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

①
設
例
の
場
合
、
加
算
後
税
率
は
一
〇
％
か
ら
一
∴
五
％
（
五
〇
に
対
す
る
一
〇
％
か
ら
、
七
五
に
対
す
る
一
〇
％
の
五
〇
に
対
す
る
割
 
 

実際控除率の計算方法  

（1）所得税のみ課税される場合   

（＝完全統合方式の場合）の   

所得税率10％  

（2）法人税のインビュートにより   

増加する所得税（法人税50％   

引後の受取配当の2分の1×   

税率）25×10％＝2．5％  

（3）加算後の税率（（1）＋（2））  

10％＋2．5％＝12．5％  

（4）税額控除率 25％  

（5） 実際適用税率（（3）－（4））  

12．5％－25％＝△12．5％  

持）実際控除率（（1）－（5））  

10％－△12．5％＝22．5％  

ただし、還付が行われない与（5）  

が0となるので、（6）ほ10％－0  

？＝10％となる。  

合
）
と
な
り
、
税
額
控
除
率
は
五
〇
％
（
受
取
分
五
〇
に
対
 
 

す
忍
二
五
の
割
合
）
と
考
え
る
ぺ
き
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
 
 

れ
ば
実
際
適
用
税
率
は
マ
イ
ナ
ス
三
五
％
と
な
り
、
実
際
控
 
 

除
率
は
四
五
％
（
還
付
な
し
で
あ
れ
ば
一
▼
○
％
）
壱
な
る
。
 
 
 

②
税
額
控
除
率
が
加
算
後
税
率
よ
り
大
き
い
場
合
に
は
、
 
 

そ
の
差
額
は
還
付
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
実
際
控
除
率
が
計
 
 

算
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ソ
ス
ハ
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
と
 
 

も
個
人
納
税
者
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
還
付
す
る
こ
と
と
さ
 
 

れ
て
い
る
 
 
0   
（
注
2
1
）
 
 



二
〇
〇
 
 

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
整
理
し
て
計
算
し
な
お
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
実
際
控
除
率
に
よ
る
観
察
で
は
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
 
 

の
結
果
、
所
得
へ
の
加
算
に
よ
る
税
率
の
実
質
的
上
昇
が
税
額
控
除
に
よ
る
引
下
げ
で
相
殺
さ
れ
る
の
で
、
「
利
益
配
当
に
対
す
る
軽
減
税
率
 
 

が
い
く
ら
と
な
り
、
か
つ
、
そ
れ
に
合
理
性
が
あ
り
そ
う
だ
」
と
い
う
こ
と
を
知
り
得
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
同
様
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

川
 
実
際
控
除
率
分
析
の
問
題
点
 
 
 

こ
の
実
際
控
除
率
分
析
は
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
に
即
し
た
株
主
側
だ
け
か
ら
の
考
察
方
法
で
あ
る
の
で
、
調
整
度
合
と
い
っ
た
 
 

観
点
か
ら
は
、
法
人
側
で
の
調
整
を
行
う
二
段
階
税
率
方
式
や
ミ
ッ
ク
ス
方
式
な
ど
は
対
象
に
し
得
な
い
と
い
う
限
界
を
も
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
株
主
の
調
整
後
の
適
用
所
得
税
率
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
見
る
と
、
当
然
、
法
人
税
率
よ
り
高
い
所
得
税
率
の
適
用
者
は
そ
の
こ
 
 

え
て
い
る
分
の
追
加
徴
収
を
受
け
る
の
で
高
く
、
低
所
得
者
は
お
そ
ら
く
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
は
、
い
わ
 
 

ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
結
果
が
生
じ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
「
表
面
上
の
美
辞
麗
句
は
そ
の
こ
と
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
 
 

こ
と
に
な
る
」
と
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
忠
博
士
が
美
辞
麗
句
な
り
、
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
う
よ
う
な
批
評
を
さ
れ
 
 

た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
半
額
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
と
い
う
言
い
方
、
又
は
E
C
の
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ
ソ
税
制
は
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
 
 

方
式
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
で
は
、
二
重
課
税
の
調
整
が
法
人
税
額
の
半
分
を
株
主
の
所
得
に
イ
ン
ビ
ュ
ー
ト
し
て
完
全
に
平
等
な
調
整
な
 
 

い
し
全
所
得
階
層
に
わ
た
っ
て
納
付
所
得
税
率
が
半
分
に
な
る
よ
う
な
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
と
誤
っ
て
受
取
ら
れ
や
す
い
の
で
、
注
意
す
 
 

べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

本
来
、
日
本
の
よ
う
に
加
算
な
し
の
配
当
税
額
控
除
の
控
除
率
は
、
低
所
得
階
層
は
大
き
い
控
除
率
と
し
、
高
所
得
階
層
は
小
さ
い
控
除
 
 

率
と
す
る
の
が
、
合
理
的
で
あ
り
、
現
行
税
制
で
も
こ
の
い
わ
ゆ
る
理
論
配
当
控
除
率
は
所
得
税
率
一
〇
％
の
と
き
の
四
九
・
九
％
か
ら
七
 
 
 



五
％
の
と
き
の
六
・
八
％
と
漸
減
す
る
計
数
と
し
て
算
出
さ
れ
る
。
現
在
の
一
、
0
0
0
万
円
超
の
所
得
階
層
の
控
除
率
五
％
（
基
本
一
〇
 
 

％
）
の
二
段
階
制
も
、
こ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
い
る
。
半
額
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
で
は
、
全
所
得
税
率
が
ち
ょ
う
ど
半
分
に
な
る
と
 
 

い
う
誤
解
が
生
ず
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
用
語
な
い
し
説
明
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

半
額
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
で
も
、
低
所
得
者
の
還
付
が
行
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
現
在
の
わ
が
国
の
二
段
階
の
配
当
控
除
制
度
よ
 
 

り
は
よ
ほ
ど
合
理
的
で
あ
る
。
そ
れ
が
小
所
得
階
層
の
配
当
所
得
者
に
有
利
に
な
る
制
度
で
あ
る
こ
と
は
、
所
得
税
率
一
〇
％
の
適
用
階
層
 
 

ほ
、
理
論
配
当
控
除
率
ほ
四
九
・
九
％
で
あ
り
な
が
ら
現
行
控
除
率
ほ
一
〇
％
で
あ
る
も
の
が
二
五
％
（
イ
ン
ビ
ュ
ー
ト
後
の
所
得
に
対
す
 
 

る
も
の
）
 
に
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
 
 
 

忠
博
士
が
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
現
象
で
な
く
本
質
を
す
る
ど
く
指
摘
さ
れ
な
が
ら
力
説
さ
れ
て
い
る
の
は
、
名
称
が
誤
解
し
や
す
い
 
 

の
で
、
機
能
の
実
質
を
十
分
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
分
析
し
、
説
明
し
、
そ
の
本
質
を
理
解
し
た
上
で
、
採
用
の
当
否
を
議
論
す
る
必
要
が
 
 

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

さ
き
ほ
ど
の
私
の
説
明
も
、
わ
が
国
の
配
当
控
除
率
が
す
べ
て
一
〇
％
か
ら
二
五
％
（
法
人
税
の
半
分
二
〇
を
配
当
可
能
額
六
〇
竺
一
〇
 
 

を
加
え
た
も
の
で
除
し
た
も
の
）
 
へ
上
昇
す
る
だ
け
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
が
、
所
得
に
も
そ
の
控
除
額
と
同
額
が
加
算
さ
れ
る
の
で
、
累
 
 

進
税
率
の
上
昇
が
あ
り
、
留
保
分
ま
で
加
算
さ
れ
る
と
現
在
よ
り
増
税
に
な
る
場
合
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
一
の
結
論
の
部
分
で
私
が
分
析
し
た
よ
う
に
、
平
均
的
な
配
当
性
向
、
所
得
税
率
で
あ
れ
ば
法
人
税
の
税
率
に
も
よ
る
が
、
半
額
 
 

イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
よ
り
わ
が
国
の
現
行
法
人
税
制
及
び
配
当
税
制
の
方
が
調
整
度
合
は
大
き
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
十
分
理
 
 

解
し
た
上
で
、
よ
く
検
討
し
、
簡
単
に
半
額
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
が
理
想
的
で
あ
る
と
か
、
進
ん
だ
方
式
で
あ
る
と
か
考
え
て
そ
れ
 
 

へ
改
め
る
と
い
う
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
を
戒
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

二
〇
一
 
 
 



二
〇
二
 
 

（
注
1
6
）
 
息
博
士
の
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
論
稿
を
絡
げ
れ
ば
‥
例
え
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

①
「
擬
制
税
・
実
在
説
の
発
想
批
判
」
（
産
貰
経
理
血
昭
和
三
九
年
七
月
号
）
 
 

②
「
現
段
階
に
お
け
る
法
人
税
の
考
え
方
」
（
日
本
租
税
研
究
協
会
編
「
租
税
財
政
論
集
」
（
第
一
集
、
昭
和
四
〇
年
）
）
 
 

②
「
企
業
課
税
に
お
け
る
法
人
別
潤
方
式
を
め
ぐ
っ
て
」
（
税
経
通
信
昭
和
四
二
年
一
月
号
）
 
 

④
「
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
課
税
方
式
の
変
遷
」
（
税
務
弘
報
昭
和
四
二
年
一
〇
月
号
）
 
 

◎
「
擬
制
説
・
実
在
説
論
議
再
説
」
（
選
業
経
理
・
昭
和
四
四
年
一
一
月
号
）
 
 

⑦
「
企
業
課
税
と
配
当
課
税
」
（
税
務
弘
報
・
昭
和
四
八
年
一
月
号
）
 
 

⑧
「
擬
制
説
・
実
在
説
発
恩
の
現
段
階
」
（
税
経
通
信
・
昭
和
四
八
年
八
月
号
）
 
 

⑨
「
法
人
税
の
諸
問
題
の
原
点
Ⅰ
課
税
実
態
の
分
析
」
（
税
経
通
信
・
昭
和
四
九
年
八
月
号
）
 
 

⑩
「
法
人
税
の
諸
問
題
の
原
点
－
課
税
根
拠
論
の
解
明
」
（
税
経
通
信
・
昭
和
四
九
年
九
月
号
）
 
 

（
注
1
7
）
 
忠
佐
市
「
擬
制
説
・
実
在
説
発
想
の
現
段
階
」
（
税
経
通
信
・
昭
和
四
八
年
八
月
号
一
七
貢
）
参
照
。
 
 

な
お
、
息
博
士
が
見
出
し
が
た
い
と
さ
れ
た
留
保
分
も
含
め
た
課
税
方
式
（
泉
全
統
合
方
式
）
が
、
カ
ナ
ダ
の
一
九
六
七
年
の
カ
ー
タ
ー
委
員
 
 

（
王
立
税
制
委
風
会
）
報
告
（
T
訂
声
e
p
O
r
t
O
f
t
訂
穿
憲
一
c
O
m
m
i
琶
n
O
n
、
T
買
註
O
n
）
ゼ
、
療
用
す
べ
き
だ
と
し
て
詳
細
な
検
討
の
 
 

上
、
提
案
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
報
告
は
全
六
巻
二
、
六
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
詔
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
完
全
統
合
方
式
は
 
（
＜
○
－
．
合
 
 

評
r
t
出
。
↓
2
忘
ヒ
O
n
O
〓
n
c
O
m
e
旨
w
i
n
叫
t
F
r
。
磨
F
H
n
t
e
r
m
e
d
百
訂
乳
－
㊦
C
ぎ
p
t
e
r
－
∽
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
式
に
 
 

つ
い
て
す
ぐ
れ
た
理
論
的
紹
介
は
畠
山
武
道
「
法
人
税
改
革
の
動
向
」
（
租
税
法
研
究
第
4
号
（
有
斐
閣
）
一
五
頁
以
下
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
 
 

た
、
そ
の
理
論
的
検
討
は
、
佐
藤
進
「
法
人
税
原
理
の
変
遷
」
 
（
東
洋
経
済
新
報
社
「
現
代
企
業
課
税
論
」
六
一
貫
以
下
）
、
西
野
富
里
「
租
税
政
 
 

策
に
お
け
る
公
平
性
－
個
人
所
得
税
の
法
人
税
と
の
接
点
に
お
け
る
問
題
点
1
」
（
明
治
大
学
商
学
論
叢
五
七
巻
五
号
四
一
頁
以
下
）
及
ザ
中
桐
宏
 
 

文
「
公
平
課
税
の
基
本
的
課
題
」
（
有
斐
閣
「
現
代
財
政
論
の
再
検
討
」
二
四
一
頁
以
下
）
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
西
野
助
教
授
は
昭
和
3
1
年
 
 

税
制
調
査
会
方
式
の
必
要
配
当
控
除
率
を
基
礎
と
す
る
調
整
度
合
を
昭
和
4
9
年
分
に
つ
い
て
適
用
計
算
し
、
調
整
の
不
十
分
、
不
完
全
を
主
張
さ
 
 

れ
る
と
と
も
に
、
公
平
な
調
整
方
法
と
し
て
の
「
カ
ー
タ
ー
・
総
合
プ
ラ
ン
」
を
算
式
を
用
い
て
分
析
紹
介
さ
れ
て
▲
い
る
。
ま
た
、
中
桐
教
授
も
カ
 
 

ー
タ
ー
・
プ
ラ
ン
の
法
人
株
主
に
対
す
る
留
保
利
潤
課
税
、
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
に
お
け
る
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税
の
問
題
点
を
公
 
 
 



肇
望
望
お
紗
鎗
 
 

（
泰
郎
）
 
≡
 
 

（
N
）
 
 平

の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
簡
明
な
紹
介
は
、
佐
藤
光
夫
「
税
の
産
模
軸
（
そ
の
八
）
」
（
フ
ァ
イ
ナ
ソ
ス
昭
和
5
3
年
5
月
号
5
4
頁
）
で
行
わ
 
 

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
提
案
は
「
世
界
の
税
制
史
圭
つ
の
画
顛
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
「
こ
め
提
案
に
よ
る
と
、
形
式
的
に
は
法
人
税
は
 
 

廃
止
さ
れ
ず
、
法
人
所
得
に
対
し
一
率
五
〇
％
で
課
税
さ
れ
る
。
し
か
し
、
法
人
所
得
の
う
ち
配
当
分
は
も
と
よ
り
留
保
分
む
個
人
株
主
に
「
射
 
 

当
て
」
嘗
O
C
註
O
n
）
ら
れ
、
最
高
五
〇
％
の
累
進
的
な
個
人
所
得
税
の
課
税
に
服
す
る
。
そ
の
際
、
法
人
税
は
完
全
に
個
人
所
得
税
の
前
ど
り
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3
 
0
E
C
D
の
調
整
方
式
別
税
収
効
果
等
の
分
析
 
 
 

U
 
O
E
C
D
の
分
析
と
そ
の
意
義
 
 
 

O
E
C
D
は
、
E
C
の
法
人
税
の
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ
ソ
税
制
を
検
討
す
る
段
階
で
、
こ
の
二
重
課
税
の
調
整
方
式
に
つ
い
て
、
種
々
の
 
 

検
討
、
計
数
的
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
 
 
 

各
国
の
調
整
度
合
の
試
算
と
い
っ
た
直
接
的
な
も
の
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
各
調
整
方
式
に
つ
い
て
の
計
数
的
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
 
 
 

S
各
調
整
方
式
で
の
「
配
当
の
税
収
に
与
え
る
効
果
」
（
第
5
表
）
 
 
 

二
〇
四
 
 

と
観
念
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
金
配
当
分
も
留
保
の
割
当
分
も
、
法
人
税
課
税
前
の
額
に
ま
で
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
れ
に
個
人
所
得
税
率
 
 

を
適
用
し
て
算
出
し
た
所
得
税
額
か
ら
法
人
税
を
差
引
く
と
い
う
方
法
に
ょ
り
、
法
人
税
を
個
人
所
得
税
の
源
泉
徴
収
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
 
 

し
ま
お
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
小
松
芳
明
「
国
際
課
税
の
知
識
」
（
同
文
館
）
九
二
頁
以
下
及
び
山
本
 
 

栄
一
「
租
税
政
策
の
理
論
」
（
有
斐
閤
）
六
六
頁
、
七
五
頁
参
喝
 
 

（
注
柑
）
 
息
佐
市
同
上
論
文
一
八
頁
 
 

（
注
1
9
）
 
忠
佐
市
「
法
人
税
の
諸
問
題
の
原
点
－
課
税
根
拠
論
の
解
明
1
」
（
税
経
通
信
・
昭
和
四
九
年
九
月
号
二
一
上
一
二
頁
）
。
 
 

こ
の
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
の
計
算
さ
れ
証
明
さ
れ
た
表
が
B
表
で
あ
る
。
 
 

忠
博
士
の
主
張
さ
れ
る
非
調
整
方
式
に
調
整
磯
能
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
O
E
C
D
租
税
委
員
会
編
「
O
E
C
D
加
盟
 
 

国
の
法
人
税
制
」
に
も
み
ら
れ
る
（
本
稿
二
〇
六
貢
参
照
）
。
 
 

（
荘
2
0
）
 
忠
 
佐
市
 
同
上
論
文
 
二
三
頁
 
 

（
注
2
1
）
 
O
E
C
D
租
税
委
員
会
編
同
上
書
等
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
個
人
の
み
還
付
さ
れ
（
同
上
書
四
二
頁
）
、
イ
ギ
リ
ス
は
所
得
税
の
課
さ
 
 

れ
な
い
納
税
者
は
還
付
さ
れ
る
（
同
上
書
七
九
頁
）
。
な
お
西
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
も
、
個
人
の
み
還
付
さ
れ
る
（
西
ド
イ
ツ
所
得
税
法
第
三
六
条
b
）
。
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二
〇
六
 
 
 

こ
の
表
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
各
調
整
方
式
の
税
収
効
果
を
試
算
す
る
に
あ
た
っ
て
①
所
得
税
率
を
二
五
％
、
三
三
二
二
％
、
六
〇
％
の
 
 

三
つ
の
場
合
に
分
け
、
か
つ
、
②
配
当
性
向
を
≡
○
％
、
六
〇
％
の
場
合
に
分
け
て
、
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
r
フ
セ
 
 

ク
タ
ー
の
組
合
わ
せ
で
ど
う
税
収
等
が
異
な
る
か
が
比
餃
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

O
E
C
D
の
報
告
で
は
、
と
の
表
に
つ
い
て
「
表
は
様
々
の
配
当
水
準
に
対
し
て
支
払
総
税
額
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
示
し
て
い
る
が
」
 
 

し
か
し
税
率
と
配
当
水
準
と
を
変
化
さ
せ
適
当
に
阻
み
合
せ
る
と
、
主
要
な
課
税
方
式
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
同
言
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
 
 

も
示
し
て
い
る
。
分
離
方
式
の
下
で
は
、
分
配
利
潤
の
割
合
が
増
加
す
る
と
政
府
に
帰
属
す
る
歳
入
額
ヰ
増
加
し
、
こ
れ
は
法
人
税
及
び
所
 
 

待
税
の
税
率
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
表
で
示
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
経
済
的
二
重
課
税
を
緩
和
す
る
方
式
の
下
で
ほ
、
分
配
利
潤
 
 

（
注
2
2
）
 
 

の
割
合
が
政
府
歳
入
に
与
え
る
効
果
は
、
法
人
税
及
び
所
得
税
の
相
対
的
な
税
率
に
依
存
す
る
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
 
 

伺
 
「
主
要
な
三
つ
の
法
人
税
課
税
方
式
の
働
き
」
（
第
6
襲
）
 
 

」
」
や
準
で
僅
自
さ
れ
る
の
笹
∵
所
得
税
率
は
三
五
％
の
一
つ
上
し
、
配
当
性
向
が
、
①
分
配
せ
ず
、
②
四
〇
％
分
配
、
．
③
最
大
限
分
配
に
 
 

分
け
て
計
算
比
較
さ
れ
て
い
る
こ
．
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
ど
の
方
式
で
も
分
配
割
合
が
同
じ
と
き
は
、
株
主
の
純
配
当
及
び
政
府
歳
入
総
額
 
 

か
同
額
と
な
る
よ
う
法
人
税
率
で
調
整
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
三
で
述
べ
る
各
調
整
方
式
の
相
互
転
換
法
の
発
想
の
基
礎
と
な
っ
た
表
で
あ
る
。
 
 
 

O
E
C
p
の
報
告
で
腰
、
こ
の
麿
肥
っ
い
て
∵
〔
凝
済
的
一
一
重
課
瀧
滋
傾
和
す
局
方
式
の
下
で
ほ
、
巌
府
歳
入
廟
が
分
配
制
潤
忙
は
？
て
 
 

影
響
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
法
人
税
及
び
所
得
税
の
相
対
的
な
税
率
を
設
定
す
そ
」
と
が
可
能
で
あ
る
Q
」
こ
と
を
示
し
て
 

さ
ら
に
「
分
配
利
潤
の
割
合
を
「
一
定
」
に
定
め
、
港
人
税
率
を
適
当
に
と
れ
ぼ
、
分
離
方
式
に
よ
る
法
人
税
と
他
の
方
式
に
よ
考
法
人
税
 
●
■
●
●
 

●
●
 

●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
○
●
■
 
 

と
で
税
収
が
同
一
で
、
か
つ
法
人
と
株
主
と
の
取
扱
い
も
同
一
′
に
庵
牒
は
う
に
す
る
ナ
．
心
と
が
で
せ
淫
小
ほ
」
は
湾
あ
滞
。
一
一
巧
鹿
條
利
 
 

潤
の
割
合
又
は
分
配
利
潤
の
割
合
と
無
関
係
堅
一
段
階
税
率
方
式
と
√
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
と
を
比
べ
た
場
合
に
も
、
同
様
の
結
果
が
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∩
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弊
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業
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言
＼
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菅
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二
〇
八
 
 

（
注
㍑
）
 
 

得
ら
れ
る
の
で
 

傍
点
の
部
分
は
、
息
博
士
も
主
張
さ
れ
て
い
る
独
立
課
税
方
式
の
調
整
効
果
及
び
調
整
方
式
相
互
転
換
法
の
発
想
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

O
E
C
D
の
分
析
は
、
各
方
式
と
も
、
一
定
の
配
当
性
向
を
前
提
と
す
れ
ば
、
税
率
や
控
除
率
の
定
め
方
で
ど
の
方
式
で
も
、
税
収
、
株
 
 

主
等
の
取
扱
い
と
も
同
じ
に
な
り
得
る
の
で
、
他
の
経
済
要
因
（
国
内
的
、
国
際
的
）
等
を
考
慮
し
、
E
C
の
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ
ソ
方
式
 
 

と
し
て
最
適
の
い
づ
れ
か
を
定
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
点
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。
 
 

辞
e
 
■
占
E
C
D
ぎ
軍
国
旦
弾
之
買
雫
 
 

打
じ
瑚
丁
軍
「
抒
○
 
 

（
N
）
 
卸
怜
語
中
軸
鮎
買
ノ
国
鮎
芦
抒
ぐ
ノ
碧
．
撼
堆
碧
曽
沖
抒
○
 
 
 

（
O
E
C
D
車
栄
樹
知
妙
罰
）
憎
爪
こ
ロ
【
－
撃
N
雑
琵
躁
8
常
－
雪
∩
東
沖
か
塗
溶
｝
〉
8
叩
「
野
付
隣
円
筒
教
場
鮎
符
 
 

鵠
べ
騰
 
○
国
C
D
叩
「
軍
誉
伊
8
溺
蹄
陶
ゆ
認
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三
一
〇
 
 

佃
 
O
E
C
D
分
析
と
調
整
度
合
 
 
 

O
E
C
D
分
析
は
、
そ
の
目
的
か
ら
み
て
各
国
別
の
比
較
は
行
わ
ず
、
各
方
式
の
比
較
、
そ
れ
も
税
収
及
び
棟
主
等
負
担
が
同
一
と
な
る
 
 

よ
う
な
制
度
の
要
件
と
方
式
の
探
究
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
各
方
式
の
所
得
税
率
別
、
∴
配
当
性
向
別
モ
デ
ル
負
超
が
算
凪
ぜ
れ
て
い
る
（
第
5
表
参
照
）
の
で
、
こ
れ
ら
の
計
数
を
用
い
て
こ
 
 

の
論
文
で
私
が
提
案
し
て
い
る
方
式
で
調
整
度
合
を
計
算
し
て
み
た
も
の
が
第
7
表
で
り
、
こ
れ
を
図
に
し
た
庵
町
が
第
．
4
囲
で
あ
る
。
 
 

、
・
－
 

∴
 
こ
の
図
を
見
る
と
、
O
E
C
D
計
算
で
は
、
全
額
イ
霊
ミ
妄
－
シ
す
ツ
語
式
と
配
当
分
税
率
0
の
二
段
階
瓢
箪
方
式
（
配
当
損
金
算
入
 
 

方
式
）
、
半
額
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
と
配
当
税
率
が
留
保
税
率
の
二
分
の
一
の
二
段
階
税
率
方
式
と
は
ぃ
大
部
分
の
場
合
、
イ
ン
ビ
 
 

ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
方
の
調
整
度
合
が
大
き
く
算
出
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
〇
％
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
所
滞
税
空
ハ
○
％
の
場
合
 
 

だ
け
逆
で
あ
る
。
）
。
 
 
 

イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
と
二
段
階
税
率
方
式
で
は
、
法
人
税
の
基
本
税
率
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
法
人
段
階
の
負
担
（
法
人
税
）
は
、
 
 

二
段
階
税
率
方
式
の
方
が
か
な
ら
ず
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
よ
う
な
傾
向
を
示
す
理
由
は
、
専
ら
所
得
税
段
階
の
処
理
で
、
法
人
 
 

税
の
差
以
上
の
差
が
生
ず
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
で
は
、
Ⅹ
％
加
算
、
Ⅹ
％
控
除
が
行
わ
れ
る
と
税
率
が
一
〇
 
 

〇
％
で
な
い
限
り
、
加
算
及
び
控
除
と
も
な
し
と
い
う
制
度
よ
り
有
利
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
み
る
と
、
法
人
税
率
を
こ
え
る
所
得
 
 

税
率
の
と
き
は
、
前
の
二
段
階
税
率
方
式
と
の
差
を
取
戻
し
え
な
い
が
、
そ
れ
以
下
の
所
得
税
率
の
と
き
は
、
よ
り
多
く
取
り
戻
す
と
い
う
 
 

こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 

糾
 
O
E
C
D
分
析
の
問
題
点
 
 

O
E
C
D
分
析
で
ほ
、
む
し
ろ
各
方
式
間
の
税
収
効
果
等
の
一
致
の
条
件
を
求
め
て
お
り
、
本
論
文
の
テ
ー
マ
の
よ
う
な
各
国
の
調
整
度
 
 
 



合
の
相
異
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
所
得
税
率
別
、
配
当
性
向
別
の
負
担
の
合
計
額
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
 
 

こ
の
二
つ
と
法
人
税
率
と
の
阻
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
ど
′
の
調
整
方
式
で
も
同
じ
税
収
や
純
配
当
に
な
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
所
得
税
率
が
高
く
、
配
当
性
向
が
低
い
と
き
は
、
独
立
主
体
方
式
の
場
合
で
も
一
〇
〇
％
を
超
え
る
調
整
度
合
、
す
な
わ
ち
、
完
全
 
 

統
合
方
式
の
場
合
の
総
合
税
負
担
よ
り
低
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

が
国
の
地
位
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
大
き
く
な
っ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
や
は
り
調
整
度
合
の
計
算
で
な
い
こ
と
、
完
全
統
合
方
式
が
比
較
の
対
象
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
混
合
方
式
が
計
数
分
 
 

析
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
こ
の
分
析
の
限
界
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 

（
注
2
2
）
 
O
E
C
D
租
税
委
員
会
編
前
掲
書
八
貢
 
 

（
注
2
3
）
 
同
上
書
一
〇
頁
 
 

4
 
主
税
局
方
式
の
調
整
度
合
の
計
算
 
 

日
 
計
算
の
意
義
 
 
 

法
人
税
の
基
本
的
仕
組
み
の
問
題
は
、
昭
和
四
十
年
代
を
経
て
、
五
〇
年
代
に
入
っ
て
も
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
最
近
E
C
 
 

を
中
心
に
基
本
的
仕
組
み
の
改
正
が
続
き
、
各
国
の
調
整
度
合
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
変
化
の
状
況
と
そ
れ
ら
の
う
ち
に
占
め
る
わ
 
 

そ
こ
で
、
前
述
の
O
E
C
D
の
計
算
方
式
を
基
礎
に
、
▼
噸
和
五
一
年
秋
肛
試
算
方
式
と
し
て
用
い
ら
れ
る
せ
ぅ
に
な
っ
た
の
が
主
税
局
方
 
 

式
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
方
式
の
意
義
は
「
支
払
側
と
受
取
側
の
調
整
が
同
心
尺
度
で
計
算
さ
れ
、
個
本
や
西
下
イ
ッ
の
適
合
方
式
の
計
数
が
明
確
に
な
っ
た
 
 

二
…
一
二
仙
 
 
 



二
三
一
 
 

こ
と
、
、
当
疇
の
常
識
∧
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
○
％
、
西
ヾ
イ
ツ
一
〇
〇
％
が
答
と
し
て
算
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
▼
る
9
 
 
 

切
 
計
算
の
方
式
 
 
 

給
食
負
担
の
計
算
の
方
式
や
計
算
の
経
過
は
O
E
C
D
方
式
に
準
じ
て
〉
い
る
が
、
最
後
に
、
真
正
所
得
税
額
、
完
全
二
重
課
税
額
の
概
念
 
 

を
導
入
L
、
そ
の
周
の
最
大
配
当
性
向
の
と
き
の
所
得
税
率
適
用
階
級
別
の
実
際
二
重
課
税
額
を
算
出
し
て
比
較
計
算
す
る
も
の
で
、
次
の
 
 

よ
う
な
計
算
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
（
各
国
の
各
段
階
の
計
算
プ
ロ
セ
ス
．
は
（
第
8
表
参
照
）
）
 
 
 

主税局方式の調整度合の計算プロセス   

（日本の場合で、所得税率40％の場合）  

（法人段階の負担）  

材）最大配当割合をDとし、  

D＋0．3D＋0．4（100－D）ニ100  

を解いて、D＝66．7と算出  

㈹ 法人税負担  

33．3×40％＝13．3  

66．7×30％＝20．0 計33．3  

（株主段階の負担）  

¢う 受取配当  

100－33．3＝66．7  

（注）インビュテーショソ方式の場合  

には、グロスアップした配当を用いる。  

（⇒ 所得税算出額 66．7×0．4＝26．7  

囲 税額控除適用  

26．7－（66．7×10％）＝20．O  

日 給合税負担 33‥3＋20＝53・3  

（ト）実際二重課税額  

53．3－40（真申所得税）＝13・3  

研 完全二重課税額  

（100－40）×40％＝24  

（リ） 調整度合の計算  

24一－13．3  
＝44．6％  



こ
の
計
算
の
方
法
を
段
階
的
に
示
し
た
も
の
が
第
8
表
で
あ
り
、
そ
の
計
算
の
結
果
を
各
国
別
、
所
得
税
率
階
級
別
に
示
し
た
も
の
が
第
 
 

9
表
で
あ
り
、
こ
れ
を
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
が
第
5
図
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
よ
る
と
西
ド
イ
ツ
現
行
ほ
常
に
「
0
0
％
、
フ
ラ
ン
ス
は
常
に
五
〇
％
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
も
常
に
○
％
で
1
日
本
は
ア
メ
リ
カ
 
 

を
超
え
る
だ
け
で
、
き
わ
め
て
低
い
地
位
を
占
め
て
い
る
。
 
 
 

な
お
、
計
算
課
程
を
、
提
案
方
式
と
比
較
し
て
図
示
し
た
も
の
が
二
二
〇
頁
に
第
6
図
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
配
当
性
向
 
 

別
、
所
得
税
率
階
級
別
の
計
算
表
、
グ
ラ
フ
等
も
二
二
六
、
二
二
七
頁
に
第
1
2
表
、
第
8
図
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

糾
 
主
税
局
方
式
の
問
題
点
 
 

主
税
局
方
式
ほ
、
混
合
方
式
の
計
算
に
ほ
成
功
し
て
い
る
が
、
完
全
（
理
論
）
二
重
課
税
額
を
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
を
基
礎
と
せ
ず
、
独
立
 
 

二
二
二
 
 
 

な
お
、
こ
の
考
え
方
を
算
式
化
し
た
も
の
が
、
第
9
表
の
備
考
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
計
算
過
程
及
び
も
う
少
し
細
か
い
考
え
方
 
 

（
注
2
4
）
 
 

を
算
式
で
示
す
と
、
次
の
と
お
り
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（
遥
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坤
擾
8
紗
顛
 
 

鉛
粉
〓
樹
菊
菜
鈴
－
醤
滞
〓
圃
粟
望
恕
 
 

（
（
辞
卜
要
 
 

卸
粋
〓
幽
碧
営
餞
 
 

辞
＞
栗
・
潔
軍
営
8
沸
礪
謬
ゆ
常
沙
帯
 
 

望
軍
営
8
措
誹
夢
中
愛
知
語
 
 
 一
て
－
－
■
－
・
‥
－
∴
・
－
■
二
三
 
 

〓
脚
粟
馨
裏
脾
蕗
 
 
 

謝
妙
〓
圃
肇
望
恕
 
 

望
お
宮
8
討
伊
か
付
坤
8
翌
軍
営
顛
 
 

（
芸
・
謎
警
…
）
人
選
×
塁
）
 
 



第8表 二重課税調整度合の計算方法  

西 ド イ ツ  
フランスlイギ・t】ス  アメリカ  

塊行法l旧 法  

（法人段階）  

1 法 人 所 得  

2 （法人税率）  

3 法  人  税  

4 支 払 配 当  

（株主段階）  

5 受 取 配 当  
（1－3）  

6 配当、額加算  

7 グ ロ ス配当  
（5＋6）  

8 （所得税率）  

9 所 得 税 額  
（7×8）  

10 啓乏 額 控 除  
（6又は（7×0．x））  

11納付所得税  
（9－10）  

（調整度合の計算）  

12 法人税＋所得税  
（3＋11）  

13 真正所得税  
（1×8）  

14 実際二重課税額  
（12－13）  

15 完全二重課税額   
（1－2（基本）×8）  

16 調 整一度 合   
（15－14）÷15   

（40 

50 2 
0
0
 
 
2
 
 

0
 
 
）
 
 
4
 
 
5
 
 

0
 
 
0
0
 
 

1
 
 
4
 
 

（
 
 

i…：仁；；  ；ヨ；；：；  

（48×馴（64×票）  

（40  

53．31  55】 55．7  401 54．O1 68．8  



（
N
）
 
票
雷
電
惑
顛
登
苫
莞
烹
義
脹
蕗
軍
曹
誓
ニ
ー
育
 
 
 

主
体
方
式
の
場
合
の
課
税
額
を
基
礎
と
し
た
た
め
、
完
全
統
合
方
式
と
全
額
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
差
が
出
な
い
と
い
う
結
果
が
生
 
 

じ
て
い
る
。
ま
た
、
所
得
税
率
階
層
別
分
析
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
配
当
性
向
別
分
析
ほ
、
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
を
配
当
分
に
限
り
、
留
保
分
 
 

の
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
と
い
う
完
全
統
合
方
式
の
考
え
方
を
考
慮
し
な
い
計
算
で
あ
っ
た
た
め
、
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

な
お
、
独
立
主
体
方
式
（
ア
メ
リ
カ
）
 
の
場
合
は
調
整
度
合
は
○
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
を
前
提
と
し
な
い
た
め
 
 

で
あ
る
。
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
を
内
容
と
す
る
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
が
E
C
の
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ
ソ
税
制
と
し
て
世
界
の
主
流
を
占
 
 

め
、
完
全
統
合
方
式
に
よ
る
留
保
分
の
グ
ロ
ス
‘
㌢
ツ
プ
を
行
な
う
制
度
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
そ
の
よ
う
な
制
度
も
カ
バ
 
 

ー
で
き
る
調
整
度
合
の
計
算
方
式
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
方
式
と
し
て
は
主
税
局
方
式
に
は
問
題
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 
 

ニ
ー
五
 
 
 

（
泰
郎
）
（
－
）
 
〓
観
菊
襲
㊦
滋
勝
空
中
＝
 
 ‥

∴
∴
∴
 
－
∴
 
㌔
了
∴
 
〓
∵
．
∵
二
■
∴
．
こ
㌍
∵
－
ン
・
∴
、
・
ヾ
 
」
∴
∵
「
 
 

（
謝
抄
〓
掛
栗
栄
治
）
－
 
 

補
炒
〓
翻
欒
常
事
 
 

（
園
苛
盟
勝
溺
払
㊦
添
ゆ
8
〓
粗
菓
常
覚
）
 
 



（
慧
梼
陶
ゆ
）
 
 

ー
0
0
 
 

∽
○
 
 

∞
○
 
 

↓
○
 
 

の
○
 
 

∽
O
 
 

A
O
 
 

〕
O
 
 

N
O
 
 

－
0
 
 

0
 
 

（
苛
讃
菩
償
）
－
○
誤
 
 
N
O
課
 
 
望
読
 
 
会
課
 
 
∽
○
宗
 
 
吾
誤
 
 
3
誤
 
 

湖
山
回
 
〓
脚
洲
聞
善
8
溺
牌
輌
ゆ
 
（
餌
固
持
薄
）
 
 

二
〓
ハ
 
 
 



一
 
新
計
算
方
式
の
提
案
 
 

完
全
結
合
方
式
（
㌢
－
〓
n
t
e
g
r
註
O
n
）
の
提
案
に
伴
い
、
特
に
配
当
性
向
別
の
調
整
度
合
分
析
の
用
具
と
し
て
考
え
た
場
合
、
主
税
局
 
 

方
式
は
、
次
の
算
式
の
完
全
二
重
課
税
額
が
グ
ロ
ス
ア
ッ
プ
し
な
い
計
算
で
あ
る
点
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

卸
醇
〓
掛
対
営
曲
＝
（
（
望
冷
静
翁
×
辞
＞
営
傲
）
＋
（
望
童
粉
食
1
辞
＞
望
浄
）
×
望
軍
営
償
｝
1
（
望
お
紗
轟
×
望
軍
営
世
）
…
‥
P
 
 

こ
の
計
算
は
、
囚
＋
個
－
頂
と
な
っ
七
い
て
、
傾
が
法
人
税
額
（
配
当
軽
課
を
適
用
し
な
い
計
算
）
、
脚
が
所
得
税
額
（
独
立
主
体
方
式
の
 
 

二
一
七
 
 
 

澄
躊
鞄
ゆ
＝
 
 

（
注
2
4
）
 
主
税
局
方
式
を
算
式
で
解
い
て
み
る
と
、
．
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

（
i
＝
望
童
ノ
ー
＝
隣
暑
笛
＞
常
世
ノ
ぺ
C
、
＝
端
整
蒋
＞
望
償
（
讃
望
閲
肇
樽
営
昇
「
抒
♂
8
）
－
ユ
＝
望
お
宮
働
）
 
 

日
 
新
計
算
方
式
の
提
案
と
新
方
式
に
よ
る
国
際
比
較
 
 

一
言
＋
（
I
I
H
↓
C
）
ユ
1
Ⅰ
ユ
 
 

文
字
で
結
果
の
部
分
だ
け
を
表
す
と
、
次
の
と
お
り
。
 
 

悪
賢
・
「
輿
軋
断
パ
錮
錮
駅
凋
㌍
鷹
）
 
 

ニ
 
 

A
 
 

〔
（
Ⅰ
苫
＋
（
－
1
Ⅰ
苫
）
ユ
ー
一
旦
－
｛
（
Ⅰ
扇
、
＋
（
Ⅰ
－
Ⅰ
召
、
）
ユ
）
－
（
Ⅰ
－
Ⅰ
扇
）
〇
・
こ
〕
1
Ⅰ
ユ
 
 

甜
醇
〓
幽
粟
望
翁
－
湖
渾
〓
脚
肇
馨
翁
 
 

謝
炒
〓
囲
梨
要
恋
 
 

（
A
）
 
 

（
B
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
C
）
 
 

（
扇
－
ユ
・
↓
C
）
－
（
〇
．
－
苫
、
＋
？
C
 
 

1
C
－
コ
．
↓
C
 
 



と
し
て
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

主
税
局
方
式
で
は
、
配
当
性
向
別
の
調
整
度
合
を
計
算
す
る
場
合
、
完
全
二
重
課
税
額
計
算
の
基
礎
と
な
る
所
得
税
額
は
「
配
当
控
除
制
 
 
 

ニ
ー
八
 
 

計
算
）
、
煩
が
真
正
所
得
税
額
（
所
得
税
が
億
人
所
得
に
直
接
課
さ
れ
る
場
合
の
負
担
額
＝
完
全
結
合
方
式
の
求
め
る
総
合
税
負
担
額
）
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

こ
の
計
算
式
で
は
、
別
途
算
出
さ
れ
、
そ
れ
と
比
較
計
算
さ
れ
る
実
際
二
重
課
税
額
は
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
場
合
、
個
に
対
応
 
 

す
る
部
分
が
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
し
て
計
算
さ
れ
る
が
、
こ
の
物
指
と
な
る
脚
そ
の
も
の
は
、
独
立
主
体
方
式
で
小
さ
く
計
算
さ
れ
て
し
ま
う
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

実
際
の
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
で
は
、
二
分
の
一
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
、
全
額
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
Ⅹ
％
 
 

加
算
、
Ⅹ
％
（
同
一
額
）
税
額
控
除
の
方
式
の
ほ
か
、
Ⅹ
％
加
算
、
y
％
税
額
控
除
方
式
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
（
現
行
の
カ
ナ
ダ
の
方
式
 
 

を
国
税
に
つ
い
て
だ
け
見
る
と
そ
う
い
う
債
向
を
示
し
て
い
る
。
）
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
完
全
結
合
方
式
を
含
め
た
最
大
公
約
数
の
完
全
二
電
課
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
所
得
税
の
算
出
額
は
一
 
 

〇
〇
％
イ
ン
ピ
、
ユ
ー
卜
し
た
金
額
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
算
式
は
次
の
〆
式
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
 
 

（
A
）
 
 

（
B
）
、
 
 

（
c
）
 
 
 

蛍
胡
粉
〓
幽
肇
常
鈴
＝
（
（
望
童
紗
歯
×
辞
＞
常
世
）
＋
（
望
冷
静
薗
×
望
軍
営
償
）
）
1
（
望
軍
掛
顛
×
望
童
常
世
）
…
…
P
、
 
 
 

こ
の
結
果
、
一
〇
〇
％
イ
ン
ビ
ュ
ー
ト
後
の
所
得
金
額
を
基
と
し
て
計
算
し
た
所
得
税
額
個
は
真
正
所
得
額
椅
と
一
致
し
、
完
全
二
重
課
 
 

税
額
は
、
法
人
税
額
囚
と
等
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
し
く
提
案
す
る
方
式
で
は
、
調
整
度
合
は
、
 
 

溺
牌
掃
ゆ
＝
 
 

隅
兢
辞
＞
雷
償
－
瀬
渾
〓
掛
鶉
望
翁
 
 

駐
談
辞
＞
塵
恕
 
 



度
が
な
い
場
合
の
所
得
税
額
」
と
い
う
そ
の
思
想
か
ら
、
本
来
次
の
㈲
式
の
よ
う
に
な
り
、
算
式
が
各
配
当
性
向
ご
と
に
異
な
る
。
し
た
が
っ
 
 

（
注
2
5
）
 
 

て
配
当
性
向
ご
と
に
は
調
整
度
合
に
連
続
し
た
差
が
生
じ
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
O
E
C
♪
の
計
算
で
も
、
特
に
完
全
結
合
方
式
と
一
 
 

〇
〇
％
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
差
は
、
留
保
に
つ
い
て
の
法
人
税
の
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
，
の
有
無
の
差
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
全
く
見
失
 
 

わ
れ
て
し
ま
い
、
差
が
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

そ
し
て
、
提
案
し
て
い
る
方
式
で
は
、
い
か
な
牒
現
当
性
向
の
と
き
で
も
削
と
し
て
計
算
さ
れ
る
の
で
、
配
当
性
向
の
差
が
結
果
の
調
整
 
 

度
合
に
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

提
案
方
式
は
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
主
税
局
方
式
を
完
全
結
合
方
式
を
踏
ま
え
て
計
算
し
、
配
当
性
向
別
に
分
析
で
き
る
よ
う
に
 
 

改
良
し
た
方
式
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 
 

牲
琴
禦
慧
慧
諸
芸
蒜
買
＝
（
習
お
紗
轟
1
蹄
＞
要
飴
）
′
×
躍
些
芸
×
望
軍
営
償
…
…
（
b
）
 
釦
醇
〓
脚
菊
営
顛
 
 
 

率
野
誓
誉
諸
芸
芯
冒
＝
望
童
紗
恕
×
望
軍
営
世
…
…
（
b
、
）
 
 
 
卸
醇
〓
圃
肇
営
爵
 
 
 

完
全
結
合
方
式
を
対
象
と
し
」
配
当
性
向
の
差
に
着
目
す
る
限
り
、
制
式
で
な
け
れ
ば
、
う
ま
く
分
析
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

2
 
提
案
方
式
と
主
税
局
方
式
の
比
較
 
 

計
算
過
程
を
図
に
し
、
新
旧
両
方
式
の
計
算
方
法
の
差
を
示
そ
う
1
（
第
6
図
参
照
）
 
 
 

日
本
の
例
で
は
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
で
な
い
の
で
、
主
税
局
方
式
を
提
案
方
式
の
よ
う
に
改
め
る
べ
き
必
然
性
の
説
明
資
料
と
 
 

し
て
で
ほ
な
く
、
計
算
方
式
の
相
異
の
説
明
の
資
料
と
い
ぅ
形
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

二
一
‥
九
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第10表 計算方式一覧表  

｛
∽
○
＋
（
－
更
T
∴
岩
＋
N
∽
）
×
P
告
1
会
＝
写
…
：
（
∽
）
 
 
 

（注）所得税率ほすべて40％のときで、最大配当の場合である。   

ま
た
、
所
得
税
率
四
〇
％
の
と
き
の
調
整
度
合
の
両
方
式
に
よ
る
計
算
方
 
 

式
の
差
を
表
で
示
す
と
、
第
1
0
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
表
で
わ
か
る
と
 
 

お
り
、
分
母
と
分
子
の
左
側
（
完
全
t
一
重
課
税
額
）
が
両
方
式
で
異
な
り
、
 
 

分
子
の
右
側
（
実
際
二
重
課
税
額
）
ほ
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

主
税
局
方
式
の
欠
点
は
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
 
 

ョ
ソ
方
式
の
国
の
例
で
説
明
し
た
方
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

主
税
局
方
式
で
ほ
、
フ
ー
プ
ソ
ス
は
、
完
全
二
重
課
税
額
が
三
〇
と
計
算
さ
 
 

れ
て
お
り
、
提
案
方
式
で
は
五
〇
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
算
式
で
計
算
さ
れ
る
。
Ⅲ
は
独
立
主
体
方
式
 
 

計
算
の
調
整
前
の
所
得
税
額
を
示
し
、
∽
ほ
一
〇
〇
％
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
 
 

ソ
方
式
（
配
当
性
向
に
関
係
な
け
れ
ば
完
全
結
合
方
式
）
の
計
算
の
調
整
前
 
 

の
所
得
税
額
を
示
す
。
 
 
 

∽
○
＝
㌫
○
＋
（
－
0
0
1
g
）
×
P
告
1
畠
…
・
…
（
こ
 
 
 

∽
○
＝
（
g
＋
（
－
≡
1
g
＋
g
）
×
〇
．
舎
－
会
…
：
人
N
）
 
 
 

フ
ラ
ン
ス
の
現
行
税
制
そ
の
も
の
か
ら
計
算
さ
れ
る
調
整
前
の
所
得
税
額
 
 

、
 
 



二
二
二
 
 

と
計
算
さ
れ
る
。
 
 
 

∽
に
し
て
も
」
そ
れ
か
ら
配
当
控
除
で
調
整
さ
れ
る
し
、
佃
、
囲
も
イ
ン
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
た
税
額
や
又
は
別
個
の
計
算
に
よ
る
控
除
金
額
 
 

が
、
一
こ
の
算
出
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
、
当
面
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
方
式
（
ミ
ッ
ク
ス
方
式
も
内
包
さ
れ
て
い
る
し
、
完
全
結
合
方
式
 
 

も
∽
に
入
っ
て
い
る
。
）
の
比
餃
の
問
題
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
場
合
、
方
式
別
の
差
も
、
計
数
で
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
所
得
税
率
階
層
別
や
配
当
性
向
別
の
変
化
も
計
数
で
示
さ
れ
得
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

そ
の
よ
う
な
前
提
に
立
っ
て
考
え
る
と
、
計
昇
方
法
と
し
て
は
、
最
大
で
あ
っ
て
他
を
包
含
し
、
そ
れ
を
基
準
に
他
の
方
法
の
座
標
を
知
 
 

り
う
る
も
の
で
あ
る
完
全
結
合
方
式
の
五
〇
を
用
い
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

完
全
結
合
方
式
の
五
〇
を
基
礎
と
し
て
用
い
て
お
け
ば
、
独
立
主
体
方
式
の
≡
○
に
つ
い
て
、
五
〇
と
三
〇
の
差
が
制
度
差
で
あ
り
、
配
 
 

当
性
向
纂
化
蒜
得
税
率
の
変
化
に
伴
う
影
響
が
三
〇
に
対
す
る
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
と
麦
表
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
▼
フ
ラ
ン
 
 

ス
牒
四
〇
も
、
一
う
ま
く
分
析
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 

な
お
、
墾
蓋
体
方
式
の
三
〇
を
基
礎
に
し
た
の
で
は
、
こ
の
算
式
で
は
分
子
が
0
と
な
る
の
で
、
独
立
主
体
方
式
の
非
調
整
の
調
整
機
 
 

能
が
計
数
化
さ
れ
得
な
い
。
所
得
税
率
や
配
当
性
向
に
よ
っ
て
は
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
よ
り
独
立
主
体
方
式
の
方
が
、
所
得
の
グ
ロ
 
 

ス
ト
ア
ッ
プ
効
果
と
税
額
控
除
の
税
額
減
少
効
果
の
相
殺
の
箕
、
か
え
っ
て
総
合
税
額
は
減
少
し
、
調
整
度
合
が
上
昇
す
る
場
合
が
あ
る
 
 

こ
と
は
、
前
に
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
（
第
2
図
及
び
第
3
図
を
見
よ
。
）
 
 

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
新
し
い
完
全
結
合
方
式
を
基
準
と
す
る
方
式
が
も
つ
と
も
包
括
駒
で
妥
当
な
計
算
方
式
で
あ
り
、
か
つ
、
新
 
 
 



し
い
視
点
を
提
供
で
き
る
方
式
で
あ
る
キ
言
え
よ
う
。
 
 

（
注
2
5
）
 
主
税
居
方
式
で
も
、
最
大
配
当
の
と
き
の
所
得
税
額
を
あ
る
べ
．
き
所
得
税
額
と
し
て
、
配
当
性
向
別
の
連
続
t
た
調
整
度
合
を
計
算
す
る
こ
と
は
 
 

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
計
算
し
た
結
果
が
、
第
1
2
蓑
及
び
第
8
図
と
し
て
二
二
六
、
二
二
七
頁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

3
 
提
案
方
式
に
よ
る
各
国
の
調
整
度
合
の
計
算
と
そ
の
特
徴
 
 

Ⅲ
 
日
本
の
場
合
 
 
 

日
本
の
場
合
に
つ
い
て
、
提
案
方
式
に
よ
っ
七
、
所
得
税
率
階
層
別
、
配
当
割
合
別
に
調
整
度
合
を
計
算
し
て
み
た
も
の
が
第
1
1
表
で
あ
 
 

り
、
こ
れ
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
が
第
7
図
で
あ
る
。
 
 

芸
、
参
考
の
た
め
に
、
主
雷
方
式
で
、
配
当
性
向
に
よ
り
最
大
二
重
課
墓
は
変
ら
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
調
整
度
合
の
計
数
 
 

及
び
グ
ラ
フ
も
掲
げ
た
（
第
1
2
表
、
第
8
図
参
照
）
。
 
 

日
本
の
場
合
の
グ
ラ
フ
が
、
所
得
税
率
四
〇
％
と
五
〇
％
の
間
で
連
続
的
で
な
い
の
は
、
配
当
控
除
率
の
二
段
階
制
を
反
映
さ
せ
て
、
税
 
 

率
四
〇
％
ま
で
一
〇
％
、
税
率
五
〇
％
以
上
五
％
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
 
 

…
調
整
度
合
の
特
徴
を
述
べ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
虻
 
 
 

①
所
得
税
率
二
〇
％
の
場
合
は
、
配
当
割
合
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
調
整
度
合
は
五
〇
％
で
あ
る
†
 
 

配
当
軽
震
率
と
基
本
撃
と
の
等
差
一
Q
％
ミ
所
得
撃
と
配
当
控
除
率
と
の
差
一
〇
％
と
が
同
篭
あ
る
た
め
、
賢
側
で
留
 
 

保
と
し
て
一
〇
％
重
ぐ
課
税
さ
れ
て
も
、
個
人
側
で
所
得
税
の
追
加
課
税
を
一
〇
％
課
税
さ
れ
て
も
、
総
合
課
税
額
が
同
じ
に
か
る
か
ら
で
 
 

【
 
 
 

＋
 
 

あ
り
、
調
整
度
合
五
〇
％
ほ
法
人
税
率
四
〇
％
に
対
し
、
所
得
税
率
二
〇
％
が
二
分
の
一
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

二
二
≡
 
 
 



②
所
得
税
率
二
〇
％
超
の
階
層
で
は
留
保
性
向
が
高
ま
る
と
調
整
度
合
が
上
昇
す
る
が
、
そ
れ
以
下
の
階
層
で
は
逆
に
下
降
す
る
。
①
で
 
 

述
べ
た
理
由
か
ら
、
所
得
税
率
二
〇
％
が
そ
の
境
界
と
な
っ
て
い
告
 
 
 

S
 
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
 
 
 

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
捷
案
方
式
に
よ
っ
て
、
所
得
税
率
階
層
別
、
配
当
割
合
別
に
調
整
度
合
を
計
算
し
て
み
る
と
、
第
1
3
表
の
と
お
り
 
 

で
あ
り
、
こ
れ
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
が
第
9
囲
で
あ
る
。
 
 
 

（
甲
卦
（
罷
淋
畠
塊
）
）
 
 

窟
闊
蹄
空
戸
．
韻
井
＝
址
噌
牒
牒
1
－
摘
冊
蓋
＝
柵
調
悪
憩
＝
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帥
汁
〓
掛
粟
芸
 
 

滞
－
－
閻
 
望
お
常
世
彗
・
浮
腰
彗
ゆ
望
〓
掛
粟
常
澄
膳
掃
ゆ
一
博
舗
 
 

蒋
＞
敦
初
十
（
串
慧
慧
諒
恕
－
笥
璧
慧
景
品
面
）
 
 

算
＞
馨
償
（
糾
認
）
 
 



表（E〉南講窒）   



そ
の
調
整
度
合
の
特
徴
を
述
べ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

①
所
得
税
率
三
三
二
二
％
の
と
ぎ
は
、
配
当
割
合
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
調
整
度
合
は
一
定
で
、
六
六
・
六
％
程
度
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
イ
ン
ビ
ュ
ー
卜
し
た
所
得
に
対
す
る
配
当
控
除
率
が
、
N
∽
小
（
∽
○
十
N
∽
）
＝
∽
∽
．
豊
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
得
よ
う
。
 
 
 

②
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
も
、
こ
の
所
得
税
率
三
三
・
三
％
の
税
率
階
層
を
境
界
に
、
そ
れ
よ
り
下
の
所
得
税
率
階
層
で
は
留
保
性
向
が
上
昇
 
 

す
る
ほ
ど
調
整
度
合
は
下
っ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
上
の
所
得
税
率
階
層
で
ほ
、
逆
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

（
ロ
 
認
（
陣
営
釦
混
沌
）
）
 
 

悪
琴
沖
■
茸
＝
貼
附
諸
農
‖
 
 

潮
－
N
悌
 
望
お
宮
償
堂
・
語
底
塑
示
垣
〓
脚
鶉
常
澄
脾
陶
ゆ
ト
桶
閲
 
 

算
＞
襲
蘭
－
 
 
（
薗
却
諦
め
ぬ
恕
－
笥
蛮
習
景
品
面
）
 
 

苗
＞
常
世
（
肘
掛
）
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ヾ
ゝ
8
垂
忘
畳
ぷ
悪
甲
、
ヾ
咤
p
Ⅷ
1
ヾ
山
ヾ
穎
鮪
8
抒
芦
算
＞
常
空
港
8
玲
希
望
語
躁
放
き
バ
㌢
ゝ
ヾ
q
p
l
T
薄
d
講
読
㊦
躍
躁
什
汗
か
浄
写
d
討
か
0
 
 
 

糾
 
ア
メ
リ
カ
の
場
合
 
 
 

ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
提
案
方
式
に
よ
っ
て
所
得
税
率
階
層
別
、
配
当
性
向
階
層
別
に
調
整
度
合
を
計
算
し
て
み
る
と
、
第
1
4
表
及
び
第
1
0
 
 

因
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

所
得
税
率
と
法
人
税
率
と
の
関
係
で
、
独
立
主
体
方
式
（
非
調
整
方
式
）
で
も
、
例
え
ば
全
額
留
保
の
場
合
、
法
人
税
率
よ
り
高
い
所
得
 
 
 

溺
賠
掃
ゆ
芦
．
 
 

（
り
川
∴
＼
ゝ
）
 
 

静
片
〓
観
菊
馨
－
曲
却
〓
脚
梨
園
濁
】
 
讐
茸
－
（
革
慧
慧
誌
面
－
笥
空
曹
㌶
鼻
面
）
 
 

駒
井
〓
粗
雑
要
事
 
 

肇
－
∽
馳
 
頚
軍
営
世
望
・
再
此
彗
ゆ
望
〓
掛
肇
常
澄
牌
掃
ゆ
一
掃
餓
 
 

薔
＞
常
償
（
隣
暑
）
 
 

○
詳
説
．
粒
琴
抒
璧
望
誓
ふ
蓋
．
U
Ⅷ
 
 



（車罷無蓋）  

ー
O
 
N
O
 
い
口
 
蓋
 
∽
○
 
告
 
苫
 
（
葺
碧
聾
 
 

ー
8
景
 
∽
○
 
∞
0
 
3
 
告
 
富
 
合
 
∽
O
 
N
O
 
－
○
 
 

○
（
躍
笠
】
吟
）
 
 

二
二
九
 
 
 



税
率
階
層
で
ほ
、
調
整
度
合
が
一
〇
〇
％
を
こ
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
の
調
整
度
合
の
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

①
ア
メ
リ
．
カ
は
い
わ
ば
非
調
整
方
式
で
あ
る
が
、
ン
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
し
た
完
全
l
壷
課
税
額
を
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
と
と
の
関
係
で
は
調
整
 
 

度
合
が
生
じ
、
所
得
税
率
が
法
人
税
率
と
同
じ
四
八
％
で
、
か
つ
、
全
額
留
保
の
場
合
は
、
真
正
所
得
税
と
同
じ
負
担
と
な
り
、
調
整
度
合
 
 

は
一
〇
〇
％
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
税
制
に
ほ
、
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
受
取
配
当
の
一
定
割
合
の
配
当
控
除
の
制
度
は
な
い
の
で
、
 
 
 

（
Ⅵ
ゝ
二
〕
払
）
 
 

老 

齢 
神 

丹 

蜘 
汁 
＝ 

唱 

蜘粟 
襲 

瞞 
謂 
普 
周 

II 

算＞ 

栗 

償 

（隣潮 

）  

効
汁
〓
肇
 
 

革
－
品
神
 
辺
義
董
芯
垂
・
丹
比
彗
中
萱
〓
問
肇
常
裂
陸
海
ゆ
一
癖
馳
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二
三
二
 
 

配
当
割
合
に
関
係
な
く
同
一
調
整
度
合
と
な
る
よ
う
な
所
得
税
率
階
層
は
存
在
し
な
い
。
 
 
 

②
ア
メ
リ
カ
の
税
制
で
は
、
配
当
控
除
が
な
い
（
一
〇
〇
ド
ル
の
所
得
控
除
は
無
視
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
。
）
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
所
得
 
 

税
率
階
層
で
、
留
保
性
向
が
上
昇
す
れ
ば
、
法
人
税
額
は
常
に
同
額
で
あ
り
な
が
ら
、
所
得
税
の
二
重
課
税
部
分
が
減
少
す
る
の
で
、
調
整
 
 

度
合
は
上
昇
す
る
。
 
 
 

因
 
西
ド
イ
ツ
の
場
合
 
 
 

西
ド
イ
ツ
の
新
税
制
（
混
合
方
式
）
の
配
当
割
合
別
、
所
得
税
率
階
層
別
の
調
整
度
合
は
、
第
1
5
表
、
第
1
1
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

西
ド
イ
ツ
の
税
制
ほ
、
全
額
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
で
あ
る
が
、
配
当
分
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
り
、
留
保
分
に
つ
い
て
は
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
 
 

ソ
さ
れ
な
い
の
で
、
常
に
調
整
度
合
が
一
〇
〇
％
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
 
 
 

西
ド
イ
ツ
の
調
整
度
合
の
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

①
所
得
税
率
五
六
・
三
％
の
と
き
の
諷
整
度
合
は
、
配
当
割
合
に
関
係
な
く
、
常
に
一
〇
〇
％
で
同
一
で
あ
る
。
こ
の
五
六
二
云
％
と
 
 

い
う
割
合
は
、
西
ド
イ
ツ
新
税
制
の
受
取
配
当
に
対
す
る
配
当
控
除
率
（
六
四
分
の
三
六
）
に
一
致
す
る
。
 
 
 

②
西
ド
イ
ツ
の
調
整
度
合
は
、
配
当
性
向
一
〇
〇
％
の
と
き
は
、
あ
ら
ゆ
る
所
得
税
率
階
層
を
通
じ
て
、
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
 
 

六
％
の
配
当
軽
課
税
率
で
課
さ
れ
て
、
配
当
六
四
を
受
取
り
、
そ
の
算
出
所
得
税
額
か
ら
六
四
分
の
三
六
、
す
な
わ
ち
三
六
の
税
額
控
除
を
 
 

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
所
得
税
の
み
の
負
担
と
な
り
、
調
整
度
合
は
一
〇
〇
％
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
西
ド
イ
ツ
の
場
合
、
所
得
税
率
五
六
二
豆
％
を
境
界
線
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
低
い
所
得
税
率
階
層
で
ほ
留
保
性
向
が
高
ま
れ
ば
 
 

調
整
度
合
は
低
く
な
り
、
そ
れ
よ
り
高
い
所
得
税
率
階
層
で
ほ
逆
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
所
得
税
率
階
層
五
六
二
云
％
以
下
で
は
、
一
〇
〇
％
配
当
の
と
き
以
外
は
す
べ
て
調
整
度
合
は
一
〇
〇
％
未
満
と
な
っ
て
い
る
 
 
 



こ
と
も
、
注
目
さ
れ
る
。
 
 
 

囚
 
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
 
 
 

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
、
提
案
方
式
に
よ
っ
て
、
所
得
税
率
階
層
別
、
配
当
割
合
別
の
調
整
度
合
を
計
算
し
て
み
る
と
、
第
1
6
表
及
び
第
1
2
 
 

図
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

イ
ギ
リ
ス
は
、
配
当
に
つ
い
て
の
予
納
法
人
税
と
い
う
特
殊
な
税
制
を
も
つ
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
を
採
用
し
て
い
る
国
で
あ
る
。
 
 

ニ
三
三
 
 
 

（
頂
〓
㌣
、
ヾ
）
 
 

部
外
〓
掛
梨
常
－
薗
茸
〓
脚
肇
常
 
 

御
井
〓
脚
韻
蛍
 
 

鵠
－
品
川
 
司
義
轟
藤
堂
・
再
躁
彗
中
空
〓
掛
粟
普
盤
躊
添
わ
一
婦
潮
 
 

ぃい 
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呂（ゆ拓諌窒）  

二
三
四
 
 
 



イ
ギ
リ
ス
の
調
整
度
合
の
特
徴
ほ
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

①
所
得
税
率
三
四
・
〇
％
の
場
合
の
調
整
度
合
ほ
、
配
当
割
合
に
関
係
な
く
常
に
同
じ
で
あ
り
、
六
六
％
程
度
で
あ
る
。
 
 

こ
の
三
四
％
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
予
納
法
人
税
率
と
同
じ
で
あ
り
、
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
し
た
所
得
に
対
す
る
配
当
控
除
率
（
∽
耳
（
霊
＋
芭
 
 

＝
〕
告
と
も
一
致
す
る
。
 
 

②
ほ
ぼ
所
得
税
率
の
中
央
に
位
す
る
こ
の
所
得
税
率
三
四
％
を
境
界
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
大
き
い
所
得
税
率
階
層
で
は
、
留
保
性
向
が
大
 
 

二
三
五
 
 
 

（
ゝ
載
一
）
ゝ
）
 
 

勒
汁
〓
粗
菓
淫
 
 

事
－
の
餓
 
望
苛
常
世
望
・
琵
既
望
車
望
〓
脚
鶉
馨
讃
牌
陶
ゆ
一
掃
髄
 
 
 

－ 

1 
－ 

∴ 
∴ 
． 
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－1 

． 
、 
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冒（中瓶語慧）  



き
く
な
れ
ば
、
調
整
度
合
も
大
き
く
な
る
。
そ
れ
よ
り
以
下
の
所
得
税
率
階
層
で
は
、
避
の
傾
向
と
な
る
。
 
 
 

㈹
 
カ
ナ
ダ
 
（
完
全
統
合
方
式
）
 
の
場
合
 
 
 

カ
ナ
ダ
と
い
う
よ
り
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ー
タ
ー
委
員
会
が
勧
告
し
た
完
全
統
合
方
式
の
場
合
に
つ
い
て
、
提
案
方
式
に
よ
り
、
調
整
度
合
を
 
 

計
算
し
て
み
る
。
 
 
 

こ
の
場
合
は
、
い
か
な
る
所
得
税
率
階
層
の
場
合
も
、
い
か
な
る
配
当
割
合
の
場
合
も
調
整
度
合
は
、
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
表
も
因
も
作
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
完
全
統
合
の
場
合
こ
そ
、
ま
さ
に
、
常
に
所
得
税
の
み
が
法
人
所
得
に
課
税
さ
れ
る
。
法
人
に
留
保
さ
れ
た
所
得
も
、
そ
れ
に
係
る
 
 

法
人
税
も
ア
ロ
ケ
ト
ト
さ
れ
る
の
で
、
常
に
調
整
度
合
ほ
一
〇
〇
％
の
み
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

1
 
調
整
方
式
相
互
転
換
表
と
そ
の
考
え
方
 
 

∽
 
部
分
調
整
方
式
相
互
間
の
転
換
 
 
 

あ
る
部
分
調
整
方
式
と
税
収
及
び
株
主
等
の
実
質
負
担
が
等
し
い
他
の
部
分
調
整
方
式
は
、
ど
う
い
っ
た
仕
組
み
に
な
る
か
。
こ
の
よ
う
 
 

な
調
整
方
式
相
互
間
の
転
換
を
簡
単
に
、
か
つ
、
自
由
自
在
に
行
っ
た
結
果
を
知
る
方
式
が
、
こ
の
相
互
転
換
表
で
あ
る
。
 
 
 

部
分
調
整
方
式
相
互
間
に
つ
い
て
の
こ
の
転
換
法
の
最
初
の
作
成
は
、
「
部
分
統
合
方
式
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
」
と
し
て
、
佐
藤
光
夫
 
 

二
三
七
 
 
 

三
 
相
互
転
換
表
の
諸
問
題
 
 



二
三
八
 
 

（
注
祁
）
 
前
主
税
局
調
査
課
長
の
発
案
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー
ト
で
は
、
部
分
統
合
方
式
で
あ
る
イ
ソ
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
と
配
当
軽
課
方
式
相
互
間
の
転
換
を
、
基
本
法
 
 

人
税
率
を
同
一
と
し
て
、
行
う
も
の
で
あ
り
、
答
と
し
て
出
る
の
ほ
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
か
ら
配
当
軽
課
方
式
へ
の
転
換
の
場
合
 
 

は
配
当
軽
課
税
率
で
あ
㌢
、
配
当
軽
課
方
式
か
ら
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
へ
の
転
換
の
場
合
は
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
加
算
＝
税
 
 

額
控
除
率
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
部
分
統
合
方
式
問
の
転
換
表
が
第
1
7
表
で
は
、
∽
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
糾
の
西
ド
イ
ツ
 
（
旧
方
式
）
ま
で
の
欄
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
転
換
麿
の
計
算
の
方
法
は
、
・
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

S
イ
ソ
ビ
ニ
ア
ー
シ
ョ
ソ
方
式
か
ら
配
当
軽
課
方
式
へ
の
転
換
（
表
∽
フ
ラ
ン
ス
及
び
㈹
イ
ギ
リ
ス
）
 
 
 

①
ま
づ
、
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
後
の
課
税
所
得
に
対
す
る
税
額
控
除
額
の
割
合
を
算
出
す
る
。
（
フ
ラ
ン
ス
を
例
に
と
る
と
 
 
 

（
・
鮎
軒
‖
芸
）
‖
一
一
そ
一
 

砂
次
に
、
基
本
法
人
税
率
か
ら
、
①
で
算
出
し
た
割
合
を
差
引
い
た
計
数
を
算
出
す
る
。
（
フ
ラ
ン
ス
を
例
に
と
る
と
 
 
 

（
∽
○
斌
－
∽
P
∽
斌
引
－
の
．
べ
衣
）
＝
一
六
・
七
％
）
 
 
 

③
＞
 
⑦
で
算
出
さ
れ
た
割
合
が
配
当
軽
課
税
率
で
あ
る
。
（
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
そ
の
半
額
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
が
、
基
本
法
 
 
 

人
税
率
五
〇
％
、
配
当
軽
課
税
率
一
六
・
七
％
の
配
彗
軽
課
方
式
へ
転
換
さ
れ
る
。
）
 
 
 

伺
 
配
当
軽
課
方
式
か
ら
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
へ
の
転
換
（
表
川
西
ド
イ
ツ
（
旧
方
式
）
）
 
 
 

①
基
本
法
人
税
率
と
配
当
軽
課
税
率
の
差
率
を
算
出
す
る
。
（
旧
西
ド
イ
ツ
を
例
に
と
る
と
、
（
巴
竣
⊥
∽
竣
＝
∽
買
）
＝
三
六
％
）
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蹄
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N
坤
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∽
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加
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笥
渕
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詞
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－
m
淋
群
河
8
平
野
芦
隣
止
坤
．
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掛
買
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慧
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し
た
が
っ
て
、
旧
西
ド
イ
ツ
法
人
税
制
は
受
取
配
当
の
五
六
二
二
％
の
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
へ
換
算
さ
れ
る
J
 
 
 

∽
・
・
混
合
方
式
の
転
換
 
 
 

日
本
の
法
人
税
制
や
西
ド
イ
ツ
の
新
法
人
税
制
の
よ
う
に
配
当
軽
課
方
式
と
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
（
日
本
の
場
合
は
、
厳
密
な
意
 
 

味
で
そ
う
で
は
な
い
が
、
受
取
者
側
調
整
方
式
と
読
み
替
え
て
お
い
て
も
よ
い
。
）
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
制
度
か
ら
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
 
 

又
は
闇
当
軽
課
方
式
へ
の
転
換
が
簡
単
に
計
算
で
き
な
い
か
と
検
討
し
考
案
t
た
の
が
、
第
1
7
表
の
㈲
西
ド
イ
ツ
新
方
式
と
㈲
日
本
の
欄
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

こ
の
部
分
の
転
換
表
の
計
算
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

拘
∴
混
合
方
式
か
ら
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
へ
の
転
換
 
 
 

①
ミ
ッ
ク
ス
方
式
に
よ
る
調
整
後
の
法
人
税
負
担
を
求
め
る
っ
 
 
 

二
画
○
 
 
 

②
そ
の
差
率
が
、
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
後
の
課
税
所
得
に
対
す
る
税
額
控
除
率
で
あ
る
。
（
旧
西
ド
イ
ツ
の
場
合
、
法
人
税
率
五
一
％
、
 
 

配
当
税
額
控
除
率
三
六
％
の
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
へ
転
換
さ
れ
る
。
）
 
 
 

③
配
当
税
額
控
除
率
＝
所
得
加
算
額
と
し
て
用
い
る
た
め
に
、
加
算
後
所
得
（
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
後
所
得
）
に
対
す
る
比
率
を
、
受
取
 
 

配
当
に
対
す
る
比
率
に
換
算
す
る
た
め
、
次
の
衰
式
を
解
ぐ
？
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d
鴇
古
津
簿
琴
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①
最
大
配
当
割
合
胸
を
次
の
式
を
解
い
て
ま
づ
求
め
る
。
 
 

D
＋
（
胃
脹
甫
粟
常
世
×
D
）
十
（
醇
謡
韓
＞
常
傲
×
（
－
茎
－
D
）
）
＝
－
冨
 
 
 

㊥
最
大
配
当
割
合
の
場
合
の
法
人
税
負
担
を
求
め
る
。
 
 

（
汚
此
商
事
常
食
×
p
）
＋
（
触
汝
周
密
×
（
－
芸
1
D
）
）
＝
C
 
 
 

㊤
調
整
後
の
法
人
税
負
担
を
求
め
る
勺
 
 

C
－
（
－
宍
T
D
）
×
玲
此
持
寄
慨
＝
T
 
 

（
日
本
を
例
に
と
る
と
、
 
 
 

⑦
…
…
D
＋
P
叫
U
＋
P
失
－
≡
1
せ
）
＝
－
≡
陪
賓
r
ノ
バ
D
＝
霊
．
↓
 
 
 

㊥
：
…
・
（
P
∽
×
票
．
〇
＋
（
〇
．
料
×
∽
P
3
＝
∽
∽
．
∽
 
 
 

㊤
三
…
∽
〕
．
∽
－
（
芦
↓
×
P
－
）
＝
N
の
．
の
＝
T
 
 
 

②
次
に
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
き
ソ
方
式
の
加
算
「
額
」
＝
控
除
「
額
」
 
（
Ⅹ
）
を
、
基
本
税
率
及
び
調
整
後
法
人
税
負
担
（
T
）
か
ら
求
 
 

め
る
。
 
 

糎
班
挙
世
卜
㍍
＝
T
（
日
本
の
例
で
は
、
皇
r
．
舛
吊
芦
の
曹
繋
ぐ
ノ
バ
＝
㍍
＝
－
≡
）
 
 
 

③
加
算
額
＝
控
除
額
と
税
引
手
取
額
か
ら
、
グ
ロ
ス
・
ア
ッ
プ
後
所
得
に
対
す
る
控
除
額
の
割
合
（
知
し
を
求
め
る
。
（
何
の
計
算
に
使
 
 

用
す
る
た
め
）
 
 

（
－
害
1
敵
視
常
世
）
＋
舛
 
 

恩
 
 
 

＝
知
－
 
 
 



日
本
の
現
行
ミ
ッ
ク
ス
方
式
は
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ト
シ
ョ
ソ
方
式
に
改
め
れ
ば
、
基
本
税
率
四
〇
％
、
受
取
配
当
に
対
す
る
配
当
税
額
控
除
 
 
 

率
二
二
・
三
％
の
制
度
と
な
る
。
）
 
 
 

0
0
 
混
合
方
式
か
ら
配
当
軽
課
方
式
へ
の
転
換
 
 
 

イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
計
数
が
算
出
さ
れ
る
と
、
部
分
統
合
方
式
問
の
転
換
計
算
法
（
∽
S
）
を
用
い
て
、
配
当
軽
課
税
率
は
す
 
 

ぐ
算
出
さ
れ
る
。
 
 
 

賢
帝
卜
冨
1
よ
酢
那
酎
凱
韻
語
ヤ
）
‖
莞
商
業
世
 
 
 

（
日
本
の
例
で
は
、
生
米
1
－
0
0
．
∽
斌
＝
N
－
．
べ
筑
 
 

（
注
2
7
）
 
 

し
た
が
っ
七
、
現
行
日
本
法
人
税
制
は
、
配
当
軽
課
方
式
に
純
化
す
れ
ば
、
軽
課
税
率
は
ニ
ー
・
七
％
と
な
る
。
）
。
 
 
 

囲
 
税
収
、
税
率
の
変
更
を
伴
う
転
換
計
算
 
 
 

こ
れ
ま
で
の
転
換
計
算
例
は
、
税
収
同
額
又
は
基
本
税
率
同
率
を
前
提
と
す
る
計
算
の
簡
便
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
税
収
増
減
や
税
率
 
 

変
更
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
次
の
計
算
要
素
の
う
ち
一
つ
だ
け
が
未
知
数
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
転
換
表
の
発
想
を
応
用
し
て
、
簡
単
に
 
 
 

（
日
本
の
例
で
は
、
 
 

（
日
本
の
例
で
は
、
 
 

①
受
取
配
当
に
対
す
る
控
除
割
合
（
知
N
）
を
次
の
算
式
を
用
い
て
算
出
す
る
。
 
 

一
芸
－
蜘
沸
栗
蘭
 
 
 

窒
＋
－
∽
．
料
 
 

ー
0
0
1
会
 
 

ー
∽
．
料
 
 
 

＝
抽
N
．
∽
筑
で
あ
り
、
 
 

＝
－
∞
．
∽
浜
）
 
 



計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

基
本
税
率
変
更
や
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
控
除
率
変
更
に
伴
う
税
収
増
瀕
も
き
わ
め
て
簡
単
に
、
濁
行
税
収
に
対
す
る
増
減
比
と
し
て
算
 
 

出
さ
れ
る
。
 
 
 

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
配
当
性
向
が
調
整
方
式
変
更
に
伴
い
変
ら
な
い
と
い
う
前
提
の
下
で
の
計
算
で
あ
る
と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ
る
必
 
 

要
が
あ
る
。
（
配
当
性
向
の
変
更
が
あ
っ
て
も
そ
の
変
更
の
係
数
が
わ
か
れ
ば
、
少
し
複
雑
な
計
算
を
行
っ
て
そ
れ
も
算
出
で
き
る
。
）
 
 
 

①
法
人
税
収
（
調
整
措
置
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
に
よ
る
減
を
差
引
後
）
 
 
 

②
基
本
税
率
 
 
 

③
配
当
軽
減
税
率
（
配
当
軽
課
方
式
の
と
せ
）
又
は
イ
ン
ピ
言
－
シ
ョ
ソ
控
除
率
（
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
方
式
の
と
き
）
も
し
く
は
 
 

そ
の
い
づ
れ
か
（
ミ
ッ
ク
ス
方
式
の
と
き
）
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
既
知
数
と
し
て
与
え
る
も
の
を
、
段
階
的
に
い
ろ
い
ろ
阻
み
合
わ
せ
て
与
え
れ
ば
、
そ
の
答
は
簡
単
に
出
せ
る
の
で
、
一
い
ろ
 
 

い
ろ
の
ケ
ー
ス
の
試
案
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
計
算
す
る
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
計
算
例
窒
一
、
≡
応
用
例
と
し
て
次
節
で
紹
介
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
荘
㌘
 
日
本
の
こ
の
間
接
換
算
を
さ
れ
た
純
粋
配
当
軽
課
方
式
の
実
効
法
人
税
負
担
と
現
行
の
調
整
後
負
担
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一
致
す
る
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。
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が
国
の
基
本
給
人
税
率
の
上
昇
に
伴
う
配
当
軽
課
税
率
等
の
変
化
の
試
算
－
 
 

∽
 
基
本
法
人
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
イ
ン
・
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
控
除
率
及
び
配
当
軽
課
税
率
の
変
化
 
 
 

相
互
転
換
表
の
応
用
と
し
て
、
日
本
の
場
合
へ
ま
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．
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現
在
と
税
収
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一
．
で
あ
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で
∵
基
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人
税
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四
〇
％
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上
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粋
イ
シ
ゼ
り
ユ
∴
テ
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シ
ョ
ソ
雰
式
の
撞
除
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又
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純
粋
贋
当
凝
課
方
式
め
軽
課
税
率
が
ど
う
変
る
か
を
示
し
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第
1
8
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第
1
3
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％
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％
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転
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れ
て
い
る
が
、
基
本
税
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四
二
％
に
す
る
と
、
イ
ン
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ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
控
除
率
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、
配
当
軽
課
税
率
も
同
じ
二
一
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と
な
り
、
約
四
分
 
 

の
一
．
の
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
又
は
二
分
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一
配
当
軽
課
に
な
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の
で
あ
る
。
基
本
税
率
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引
上
げ
る
ほ
ゼ
、
イ
ン
ピ
チ
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ー
シ
ョ
ソ
控
除
 
 

率
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上
昇
し
、
配
当
軽
課
税
率
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低
い
も
の
と
な
る
。
現
在
の
税
収
の
ま
ま
基
本
税
率
の
三
分
の
一
の
配
当
軽
課
税
率
と
す
る
た
め
に
は
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基
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税
率
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％
、
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率
一
⊥
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％
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ョ
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。
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％
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第18表 法人税率（基本）の変化に伴うインビュテーショソ  

控除率及び配当軽課税率の変化  

（注）い巧れの場合も、現行制度（基本40％、配当軽課30％、配当控除   
10％）と同じ実効泣入税負担26・6％になる。   

さ
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独
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